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今

月

の

内

容

町長コラム

美瑛町職員人事

フォトインフォメーション

保健福祉課からのお知らせ

暮らしのお知らせ

自主防災組織の防災活動への費用助成拡大

新型コロナの影響による美瑛町の支援【第６弾】

令和３年度町政執行方針・教育行政執行方針

令和３年度予算

美瑛町電子地域通貨「Ｂｅコイン」の運用開始

美瑛町共有ビジョンの策定に向けて

民間賃貸住宅家賃助成がスタート
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　　　　　  Relations

～選手と一緒にかけ丸くんもスタート！～～選手と一緒にかけ丸くんもスタート！～

「町民歩くスキー大会」より「町民歩くスキー大会」より

美瑛町Ｗｅｂサイト　https://www.town.biei.hokkaido.jp　
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新型コロナウイルス感染症の影響による
美瑛町の支援　【第６弾！】

消費活性化対策

経営支援対策

対　象　者 制　度　名 概　　要 問合せ

事業者等 経営持続化支援事業

令和２年６月から 12 月までの売上額が前年同期間と比較して

30％以上減少している事業者に追加の支援金を交付します。

【支援金額】

①売上減少額が 100 万円までは 10％の額

②売上減少額が 100 万円以上は 100 万円を超えた額の５％に①

　を加算した額（上限 150 万円）

【実施期間】４月～８月

①

中小企業者等

美瑛町中小企業者

等事業再構築支援

事業

新たな事業展開に要する経費の一部を補助します。

【補助対象者】申請時の直近６カ月のうち、任意の３カ月間の

　合計売上高が、コロナ以前の同３カ月の合計売上高と比較し

　て 10％以上減少している中小企業者等

【補助対象経費】コロナ以前に行っていなかった新たな事業展開

　に取り組むために必要とされる次の費用

　・建設費、建物改修費、設備費、システム改修費、広告宣伝費

【補助率】２／３以内（上限 100 万円）

【実施期間】４月～令和４年２月

①

起業する事業

者等
美瑛町起業支援事業

コロナ禍において起業する事業者に経費の一部を補助します。

【補助対象者】町内で対象事業（飲食業、小売業、宿泊業など）

　を新規創業する者

【補助対象経費】工事費、修繕費、改装費、機器購入費、備品購

　入費のうち、町内事業者に発注する経費

【補助率】１／３以内（上限 100 万円）

【実施期間】４月～令和４年２月

①

【問合せ】

① 美瑛町商工観光交流課　☎ 92-4321 ②
美瑛町観光協会　　　　☎ 92-4378
美瑛町商工観光交流課　☎ 92-4321

制　度　名 概　　要 問合せ

飲食店応援事業

町内の飲食店を支援するため、町内飲食店で利用できる「Ｂｅコイン」

ポイントを自動的に町民１人当たり 3,000 円分付与します。

【対象者】令和３年４月 12 日時点で美瑛町に在住している方

【付与日】４月 15 日（木）

【有効期限】12 月 31 日

①

びえいの観光応援事業

町内の宿泊施設を応援するため、１泊 3,000 円を割り引く「びえい割」

を実施します。

【販売開始】４月中旬から販売開始を予定（10,000 泊分で終了）

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により変更となる場合があります。

②

町が実施する支援について詳しくは、町ホームページをご覧ください。

【https://town.biei.hokkaido.jp/about/industrys/covid19shien/】
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【問合せ／建設水道課水道整備室　☎ 92-4470】

（１）水道料、下水道使用料

【対象者】営業、浴場営業用、プール、旅館の水

　道用途の届出者

【減免内容】令和３年度を前後期に分け、前期は 

　３～４月の売上高の計を前々年同月売上高と

　比較し、後期は９～ 10 月の売上高の計を同

　方法により比較、その減少割合により期間中

　（前期：３～８月使用分、後期：９～２月使用

　分）の上下水道料金の減免を決定します。期

　間中の新規・異動（減免率）申請についても

　随時受け付けます。

【減免割合】

　①減少割合 30% 以上 50% 未満　１／２免除

　②減少割合 50% 以上　　　　　  全額免除

【減免期間】令和３年度

（２）泉源使用料

【対象者】鉱泉浴場を経営する泉源使用者

【減免内容】減免を受けようとする月の前月宿泊

　者数を平成 29 年度から令和元年度の平均と比

　較し、その減少割合により減免を決定します。

【減免割合】

　①減少割合 20% 以上 30% 未満　１／３免除

　②減少割合 30% 以上 50% 未満　１／２免除

　③減少割合 50% 以上　　           全額免除

【減免期間】令和３年度

※（１）（２）ともに対象者には別途ご案内し

　ます。

（３）し尿汲み取り手数料

【対象者】美瑛町水道事業の用途区分が営業用または旅館用である中小企業者等

【減免内容】令和３年２月から、し尿汲み取りを行った前月以前の連続する任意２カ月間の売上高を

　前々年同月と比較し、その減少割合により減免を決定します。

【減免割合】

　①減少割合が 30％以上 50% 未満の場合　　１／２免除

　②減少割合が 50% 以上の場合　　　　　 　全額免除

【減免期間】令和３年度

【問合せ／住民生活課　☎ 92-4294】

公共料金の減免を引き続き実施します

厚生労働省ホームページ　新型コロナワクチンに関する情報はこちら
【https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html】
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接
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備
を
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め
て
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ま
す
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０
０

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
限
ら
ず
ワ

ク
チ
ン
に
は
副
反
応
が
全
く
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は

こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
製
造
や
承
認
ま

で
の
期
間
も
短
く
、
接
種
事
例
も
他
の

ワ
ク
チ
ン
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
現
在

電
話
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
厚

生
労
働
省
の
電
話
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
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／
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受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時　

　

（
土
日
・
祝
日
も
開
設
）

接
種
順
位
に
つ
い
て

　

当
面
確
保
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
量
に

限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
従
事
者

等
か
ら
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
よ
り
４
月
中

旬
以
降
に
高
齢
者
か
ら
順
次
、
接
種
券

を
個
人
宛
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
お

手
元
に
届
く
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

接
種
の
判
断

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
受
け
る
方
の
同

意
が
必
要
で
す
。
特
に
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
は
、
病
気
の
状
況
に
よ
り
接
種
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
定
期
の
受

診
時
な
ど
に
主
治
医
と
よ
く
ご
相
談
の

上
、
接
種
の
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
調
査
を
行
い
な
が
ら
接
種
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

国
が
公
表
し
て
い
る
副
反
応
に
つ
い

て
の
中
間
報
告
で
は
、
接
種
２
日
後
に

反
応
が
現
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
と
、

９
割
の
方
に
接
種
部
位
の
痛
み
が
あ
り
、

そ
の
他
１
割
程
度
の
方
に
発
赤
や
腫
れ
、

熱
感
が
現
れ
て
い
ま
す
。
全
身
症
状
で

は
、
２
割
程
度
に
頭
痛
、
倦
怠
感
が
現

れ
た
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
接
種
３
日
後
に
は
症
状
が
軽

快
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
（
３
月
11
日
現
在
）
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
最

新
の
情
報
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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第
１
　
足
腰
の
強
い
産
業
づ
く
り

令
和
３
年
度
町
政
執
行
方
針

　
３
月
２
日
の
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
角
和
町
長
と
千
葉
教
育
長
か
ら
令
和

３
年
度
に
向
け
た
執
行
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
今
月
号
の
町
政
・
教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て
は
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　

全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
農
業
】
▼
中
小
規
模
経
営
者
の
取
り
組

み
と
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
女
性
農
業
者

を
応
援
す
る
事
業
を
創
設
す
る
▼
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
の
た
め
の
高
精
度
の
測
位
が

で
き
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ
※
１

基
地
局
を
設
置
す
る

▼
ラ
ス
ノ
ー
ブ
ル
（
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
）
の
苗
の
復
活
と
試
験
ほ
場
を
整
備

す
る
▼
農
福
連
携
事
業
で
は
、
ジ
ョ
ブ

第
２

　
と
も
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

第
３
　
ま
ち
を
動
か
す
人
づ
く
り

第
４
　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

【
地
域
福
祉
】
▼
地
域
の
皆
さ
ま
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
福
祉
行
政
の
推
進
に
向

け
、
第
２
次
美
瑛
町
地
域
福
祉
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
子
育
て
相
談
な
ど
体
制
強
化
に
取
り
組

む
▼
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
支
援
を
目
的

と
し
た
家
事
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

創
設
す
る
▼
介
護
分
野
の
人
材
確
保
に
向

▼
社
会
体
育
施
設
は
よ
り
利
用
し
や
す
い

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
▼
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
は
今
年
度
に
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
に
向
け
た
申
請
を
行
い
火
山
と
共

生
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
▼
行
き

た
く
な
る
、
行
か
せ
た
く
な
る
美
瑛
高
校

づ
く
り
を
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
【
都
市
計
画
】
▼
公
園
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
、
水
遊
び
が
で
き
る
公
園
と
し
て

こ
と
ぶ
き
公
園
の
改
修
や
南
町
公
園
の
遊

具
の
更
新
に
取
り
組
む

　

令
和
３
年
度
の
町
政
の
各
分
野
に
わ
た

る
主
要
な
施
策
の
具
体
的
な
推
進
方
策

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
林
業
】
▼
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
私
有
林
等
整
備
補
助
事
業
に
よ
り
未
施

業
森
林
の
解
消
を
図
る
▼
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
と
造
林
事
業
地
の
創
出
に
努

め
る
▼
森
林
認
証
材
を
活
用
す
る
た
め
上

川
森
林
認
証
協
議
会
と
連
携
し
認
証
制
度

の
普
及
啓
発
を
図
る

【
商
工
業
】
▼
地
域
通
貨
事
業
「
Ｂ
ｅ
コ

イ
ン
」
に
よ
り
経
済
の
地
域
内
循
環
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
る
▼
新
規
開
業
に
必
要

な
改
修
・
設
備
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

新
た
な
起
業
支
援
制
度
を
創
設
す
る
▼
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
へ
の
緊
急
融
資
制
度
や
上
下
水
道
料

の
減
免
等
の
固
定
費
軽
減
制
度
を
継
続
す

る
▼
業
態
転
換
や
新
た
な
経
営
戦
略
に
取

り
組
む
事
業
者
に
対
す
る
支
援
制
度
を
新

た
に
創
設
す
る

【
観
光
業
】
▼
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
よ

る
旅
行
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
変
化
を
踏
ま

え
、
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
評
価

※１　RTK：「リアルタイムキネマティック（Real Time Kinematic）」の略称で「相対測位」と呼ばれる測定方法の一つ。GPS
　　　よりも精度の高い位置情報を得ることができるもので、スマート農業で導入されている自動運転のロボットトラクターなど
　　　にこの技術が活用されている。

【
移
住
・
定
住
】
▼
新
た
に
民
間
賃
貸
住

宅
入
居
者
に
対
す
る
家
賃
助
成
を
行
う
▼

企
業
・
個
人
事
業
主
の
移
住
定
住
促
進
の

た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事
業
や
関
係
人

口
創
出
事
業
を
展
開
す
る
▼
森
林
環
境
譲

与
税
を
有
効
に
活
用
し
た
新
築
助
成
に
対

す
る
地
域
材
加
算
の
上
乗
せ
や
認
証
材
を

使
用
し
た
際
の
新
た
な
加
算
を
設
定
し
、

定
住
住
宅
取
得
事
業
の
拡
充
を
図
る

【
白
金
泉
源
対
策
】
▼
新
規
の
泉
源
掘
削

に
向
け
た
調
査
測
量
を
行
う

【
保
健
】
▼
今
年
度
が
最
終
年
と
な
る
健

康
増
進
計
画
に
つ
い
て
町
民
の
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
た
次
期
計
画
策
定
の
準
備

に
取
り
組
む
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
円
滑
な
接
種
体
制
の
構
築
に

努
め
る

【
医
療
】
▼
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推
進
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
講
じ
医
療
の

維
持
、
充
実
の
た
め
安
定
し
た
経
営
の
確

保
に
努
め
る

を
行
う
▼
町
の
観
光
振
興
の
在
り
方
や
観

光
資
源
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
観

光
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
安
心
し
て

観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
環
境
の
整
備
に
努

め
る
▼
関
係
人
口
の
増
加
を
目
指
し
「
関

西
び
え
い
会
（
仮
称
）」
の
設
立
や
同
窓

会
支
援
事
業
に
取
り
組
む
▼
「
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
地
域
と
連
携
し

た
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る

コ
ー
チ
の
支
援
の
も
と
農
業
者
側
の
人
手

不
足
解
消
と
障
が
い
の
あ
る
方
等
の
社
会

参
画
を
実
現
す
る
町
独
自
の
仕
組
み
を
築

く

け
新
た
に
介
護
入
門
研
修
を
実
施
す
る
▼

農
業
部
門
と
連
携
し
障
が
い
者
福
祉
の
充

実
を
図
る
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【
町
民
参
加
・
協
働
】
▼
将
来
に
向
け
持

続
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
た
め
に
町
民
と
の
協
働
に
よ
り
「
自
治

基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
▼
行
政
と
町
民
意
見
の
融
合
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
加
速
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
の
核
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

共
有
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
実
現
す
る

【
水
道
・
衛
生
】
▼
下
水
汚
泥
コ
ン
ポ
ス

ト
は
昨
年
度
実
施
し
た
施
肥
試
験
調
査
の

結
果
に
よ
り
農
作
物
へ
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
将
来
的
な
販
売
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
農
地
で
の
利
用
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

【
地
域
防
災
・
危
機
管
理
】
▼
地
域
防
災

の
要
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
設
立
の
際

の
事
務
的
支
援
や
防
災
士
資
格
取
得
の
た

め
の
支
援
制
度
を
拡
充
す
る
▼
新
型
コ
ロ

ナ
に
つ
い
て
、
適
切
な
情
報
提
供
と
感
染

対
策
の
た
め
、
必
要
な
物
品
の
備
蓄
を
行

う第
５
　
み
ん
な
で
歩
む
ま
ち
づ
く
り

【
情
報
化
】
▼
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
各
種

会
議
や
移
住
相
談
な
ど
リ
モ
ー
ト
で
の
面

談
機
会
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庁

舎
内
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る

【
行
政
・
財
政
】
▼
持
続
可
能
な
財
政
運

営
の
た
め
、
事
業
の
効
果
検
証
に
基
づ
く

既
存
事
業
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
よ
り
質

の
高
い
行
政
運
営
に
努
め
る

教
育
行
政
執
行
方
針

【
学
校
教
育
】

１

社
会
で
い
き
る
力
の
育
成

▼
町
内
の
小
中
学
校
で
統
一
し
た
学
習
規

律
を
定
め
、
指
導
方
法
の
確
立
を
図
り
、

指
導
の
効
率
化
や
学
び
の
連
続
性
の
確
保

に
努
め
る
▼
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
へ
の
興
味
・

関
心
を
高
め
、
分
か
り
や
す
い
授
業
を
展

開
す
る
▼
外
国
語
専
科
指
導
教
員
と
外
国

語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が

生
き
た
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
生
み
出
す

と
と
も
に
、
国
際
理
解
教
育
・
外
国
語
教

育
の
推
進
に
努
め
る
▼
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
向
け
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身

に
付
け
て
い
く
た
め
、
子
ど
も
の
キ
ャ

リ
ア
発
達
を
継
続
的
に
記
録
す
る
「
マ

イ
ノ
ー
ト
」
の
活
用
、
「
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
に
よ
る
講
演
や
将
来
の
進
路
選
択

を
見
据
え
た
職
場
体
験
、
大
学
等
の
キ
ャ

２

豊
か
な
人
間
性
と
健
や
か
な
体
の
育
成

▼
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
美
瑛
の

自
然
や
歴
史
・
文
化
・
先
人
に
つ
い
て
体

験
的
に
学
び
、
地
域
を
愛
す
る
心
や
地
域

の
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
育
成
す

る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
進
め
る
▼
新
た

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
教

育
委
員
会
に
定
期
的
に
配
置
し
、
学
校
や

保
護
者
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
相
談
体
制

の
拡
充
を
図
る

３

学
び
を
支
え
る
家
庭
・
地
域
と
の
連

携
・
協
働

▼
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

学
び
を
保
障
す
る
た
め
、
家
庭
で
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

る
▼
「
土
曜
学
習
」
事
業
に
引
き
続
き
取

り
組
む
▼
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
学
校
給
食
の
無
償
化
や
小
学

新
１
年
生
へ
の
学
用
品
贈
呈
、
修
学
旅
行

費
の
一
部
助
成
事
業
な
ど
を
継
続
す
る

▼
学
校
施
設
の
計
画
的
な
改
修
な
ど
を
進

め
、
感
染
症
対
策
と
し
て
必
要
な
設
備
・

備
品
な
ど
を
整
備
す
る

４

学
び
を
つ
な
ぐ
学
校
づ
く
り
の
実
現

▼
中
学
校
教
員
に
よ
る
小
学
校
へ
の
「
出

前
授
業
」
を
始
め
、
小
中
相
互
の
授
業
公

開
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
小

中
の
連
携
を
深
め
る
▼
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
資
す
る
本
町
独
自
の
教
職
員
研
修

を
引
き
続
き
実
施
す
る
▼
教
職
員
の
多
忙

化
の
縮
減
の
た
め
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

活
用
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
時
間

の
確
保
に
努
め
る

【
社
会
教
育
】

５

学
び
を
い
か
す
地
域
社
会

▼
本
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
10
次
社
会
教

育
中
期
計
画
」
の
下
、
「
明
日
を
担
う
人

づ
く
り
」
と
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
▼
公
民
館
事
業
で
は
、
新
た

な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
運
営
方
法

に
よ
り
、
事
業
を
実
施
す
る
▼
び
え
い
出

会
い
ふ
れ
あ
い
祭
り
事
業
の
運
営
方
法
な

ど
を
見
直
し
、
新
た
な
形
で
の
実
施
を
検

討
す
る
▼
図
書
館
で
は
、
居
心
地
の
良
い

図
書
館
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協

力
に
よ
る
お
話
し
会
や
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
を
継
続
す
る

ン
パ
ス
見
学
な
ど
、
夢
や
目
標
を
持
ち
続

け
る
意
識
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
図
る
▼
教
育
指
導
助
手
と
特
別
支
援
教

育
専
門
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
子
ど
も

一
人
一
人
の
実
態
に
即
し
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
教
育
体
制
を
整
え
る



　

予
算
は
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
込
み

を
表
し
た
も
の
で
す
（
図
１
）
。

　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

95
億
４
３
０
０
万
円
と
な
り
、
令
和
２
年

度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
る
事
業
と
一
体
的
に

予
算
編
成
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一

般
会
計
の
実
質
的
な
予
算
総
額
は
繰
越

事
業
15
億
９
１
４
６
万
円
と
合
わ
せ
て

１
１
１
億
３
４
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
住

み
良
く
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
、
「
令
和
３
年
度
予
算
」
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
し
た
支
援
策
を
は
じ
め
、
新
た
に
導

入
す
る
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
関
連
の
本
格
導
入
に
係

る
事
業
の
予
算
化
を
行
う
な
ど
、
便
利
で
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度 

美
瑛
町
の

繰越事業費15億9,146万円繰越事業費15億9,146万円

令和２年度から繰り越される事業費

一般会計　95億4,300万円
福祉や教育、道路整備など町の基本的な事業の会計

企業会計17億8,563万円企業会計17億8,563万円特別会計５億2,149万円特別会計５億2,149万円

農業研修施設会計や公共下水道会計など
一般会計と区別して設置する事業の会計

水道、病院会計で民間企業のように利
用料金などの収入で運営している会計

◆◆◆用語解説◆◆◆◆◆◆用語解説◆◆◆

地方交付税／町の財政規模に応じて国から交付される

　　　　　　お金

国庫・道支出金／個別の事業ごとに国・道から交付さ

　　　　　　　　れる補助金など

町債／道路や建物の建設費などに充てるための借入金

町税／町民税や固定資産税などの税金

その他／各種交付金など

事業費／公園や道路、学校などの公共施設の建設にかかるお金

公債費／町債 ( 借入金 ) を返済するお金

人件費／職員の給料などにかかるお金

事務組合負担金／消防・清掃組合などの運営にかかるお金

物件費／物品の購入や光熱水費などにかかるお金

扶助費／医療・福祉・保健などにかかるお金

補助費等／各種事業や諸団体に対する補助金など

維持修繕費／公共施設の修繕などにかかるお金

その他／繰出金や予備費など

問
合
せ
／
総
務
課
財
政
係

　
☎
92-

４
３
０
６

予

算

歳入総額　95 億 4,300 万円

１
年
間
で
使
う
予
算
は
ど
れ
だ
け
？

▼図１　令和３年度予算総額と一般会計予算の概要

人件費人件費
15億1,838万円15億1,838万円

公債費公債費
17億3,893万円17億3,893万円

事業費事業費
14億8,461万円14億8,461万円

事務組合負担金事務組合負担金

10億5,467万円10億5,467万円

物件費物件費
11億9,964万円11億9,964万円

扶助費扶助費
６億871万円６億871万円

維持修繕費維持修繕費
3億4,317万円3億4,317万円

補助費等補助費等
６億5,175万円６億5,175万円

その他その他
９億4,314万円９億4,314万円

歳出総額　95 億 4,300 万円

地方交付税地方交付税
48億5,200万円48億5,200万円

国庫・道支出金国庫・道支出金
14億8,460万円14億8,460万円

町債町債
7億2,830万円7億2,830万円

町税町税
10億8,843万円10億8,843万円

その他その他
13億8,967万円13億8,967万円
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※令和３年２月 28日現在の人口で算出

消防費消防費

農林水産業費農林水産業費衛生費衛生費

土木費土木費

民生費民生費

商工費商工費

議会・総務費議会・総務費

その他その他公債費公債費教育費教育費

町議会運営、人事・財政など事務事
業の運営のほか、移住定住振興など

子育て支援や福祉の充実など

商工業や労働者福祉、観光の振興など 道路・住宅・公園の整備など 消防や救命救急など

医療・保健の充実、ごみ処理など 農業や畜産、林業の振興など

水道事業、病院事業への補助金、災
害の復旧など

町が借りたお金の返済など教育・図書館の充実など

町民一人当たりにしてみると

暮らしのどんなところに

　　　いくら使われているの？

１，１４０，７０９円

９９，４３１円９９，４３１円

１７８，１２４円１７８，１２４円

１１５，６２７円１１５，６２７円 ２１０，１３３円２１０，１３３円

７５，７３７円７５，７３７円 １３１，９１７円１３１，９１７円

１７８，１５１円１７８，１５１円

３８，０７１円３８，０７１円

５８，４３８円５８，４３８円５５，０８０円５５，０８０円
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令和３年度予算の主な取り組み

　新型コロナウイルス感染症への対応として、町民の皆さまが安全・安心に生活できるよう

ワクチン接種をはじめとした全町的な感染症予防の取組はもちろん、各種産業における経済

対策も引き続き実施します。

●新型コロナウイルスワクチン接種事業

●経営持続化支援事業

●美瑛町中小企業者等事業再構築支援事業

●緊急経営支援対策特別融資貸付金

６，７４９万円

１，０００万円

７００万円

１億５万円

●地域課題共有事業

●情報ネットワーク構築事業

●移住定住促進協議会補助事業

●関係人口創出事業

議会・総務費議会・総務費

　美瑛町への移住を検討されている方々に対して、移住に際して求めらている情報を提供す

るとともに、移住体験イベントやツアーを企画し、移住定住の促進を図ります。

　美瑛町に興味関心のある方と地域との交流の機会を創出し、関係性を深めることで将来的

な定住人口の増加や美瑛ファンの増加に結び付けていきます。

　防災及び観光客などへの情報提供を目的とした、公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）の整備を

行います。

　新たに町民参加型の議員研究会を開催し、町民と議会が地域課題を共有し意見交換ができ

る場とすることで、政策提言等につなげます。

新型コロナウイルス感染症対策費新型コロナウイルス感染症対策費

１０５万円

５２万円

６６６万円

４６０万円

民生費民生費
●ひとり親家庭等生活支援事業

●高校生就学支援事業

●福祉ハイヤー借上事業

　ひとり親家庭などにおいて日常生活の営みに支障が生じている場合などに家事等を援助

し、生活の安定が図られるよう支援します。

　町内の中学生が町外の高校へ進学する際の就学支援金を支給し、家庭における経済負担の

軽減を図ります。

　昨年に引き続き、自家用車等の交通手段を持たない高齢者や障害を持った方に対してハイ

ヤー利用料を助成し、日常生活での利便性の向上や外出促進を図ります。

●美瑛町起業支援事業

●飲食店応援事業

●学校保健特別対策事業

●びえいの観光応援事業

３００万円

５６０万円

３，３０５万円

３，０２２万円

１，０１１万円

２２５万円

１６万円

※印は新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として令和３年度当初予算を前倒しして、令和２年度

３月補正予算で実施。

※

※

※

※

※



衛生費衛生費
●妊産婦健診・出産交通費助成事業

●医療費扶助事業
　重度障がいを持つ方やひとり親家庭に対して、医療費の全部または一部を助成し、０歳か

ら18歳までの子どもに対しては医療費の全額を助成します。

　妊産婦が安心して出産を迎えることができるよう、妊産婦健診及び出産時における医療機

関への交通費を助成します。

１２９万円

５，３４７万円

農林水産業費農林水産業費
●未来につなぐ農業支援事業

●ラスノーブル苗復活事業
　幻のアスパラガス「ラスノーブル」を改めてブランド作物として位置づけ、ガバメントク

ラウドファンディングを活用した試験栽培を実施します。

　町内で農業を営む、中小規模の経営者を対象に、５～10年先を見据えた美瑛町の未来が描

ける取組に対し助成を行います。

５００万円

９０６万円

商工費商工費
●電子地域通貨運営事業

●同窓会支援事業
　町内の学校に在籍していた方が美瑛町内の飲食店や宿泊施設等において同窓会を開催する

際の費用の一部を助成します。

　美瑛町電子地域通貨「Ｂｅコイン」の運用を行い、地域内の経済循環と地域コミュニティの醸

成、ウイルス感染症対策の取組も併せて進めていきます。

１，４９５万円

６０万円

土木費土木費
●ことぶき公園改修事業

●道路新設改良費

　道路９路線の改良舗装を行い、生活環境の向上や生産性の向上、交通安全の推進等を図り

ます。

　まちづくり提案を受けて、ことぶき公園の一部を改修し、池を整備するため、調査・設計

を行います。

３００万円

５億６，１６３万円

教育費教育費
●美馬牛中学校改修事業

●情報教育推進事業
　全児童に配備している学習用情報端末（Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ）とデジタル教材を活用

し、創造性や情報社会で活きる力を育みます。

　老朽化が進んだ校舎や暖房設備を改修し、安全安心な学校環境を整備します。

４，０１３万円

６７６万円

●米生産安定支援対策事業

　美瑛米の生産安定、品質の安定化に向けて、主食用米の生産農家に助成を行います。

１，６６０万円

令和３年度予算書および事業概要書を町ホームページで公開しています。

【https://town.biei.hokkaido.jp/administration/finance/】
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利
用
に
は
「
チ
ャ
ー
ジ
（
入
金
）
」 

 

が
必
要
で
す

　

４
月
１
日
か
ら
の
利
用
に
当
た
り
、
ポ

イ
ン
ト
は
「
０
（
ゼ
ロ
）
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
前
に
カ
ー
ド

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
チ
ャ
ー
ジ
（
入
金
）

が
必
要
で
す
。

　

千
円
単
位
で
チ
ャ
ー
ジ
が
で
き
、
１
回

の
最
大
チ
ャ
ー
ジ
金
額
と
保
有
限
度
額
は

と
も
に
、
５
万
円
（
５
０
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
）
ま
で
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
は
チ
ャ
ー
ジ
し

た
日
か
ら
１
年
間
で
、
有
効
期
限
内
に
ポ

イ
ン
ト
を
追
加
す
る
と
、
残
っ
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
も
合
わ
せ
て
有
効
期
限
が
延
長
さ

れ
ま
す
。

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

問
合
せ
／
商
工
観
光
交
流
課
（
☎
92-

４
３
２
１
）

美
瑛
町
電
子
地
域
通
貨
「
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
」
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
用
が
始
ま
り
ま
す

　
昨
年
12
月
よ
り
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た「
美
瑛
町
電
子
地
域
通
貨
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
」

が
４
月
１
日
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
今
後
の
運
用
方
法
な
ど
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
場
所

　

チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
場
所
は
、
次
の
３
カ

所
で
す
。

①
役
場
１
階
会
計
課

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

②
町
民
セ
ン
タ
ー

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

③
ホ
テ
ル
ラ
ヴ
ニ
ー
ル

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

チ
ャ
ー
ジ
方
法

　

チ
ャ
ー
ジ
は
現
金
の
み
で
、
身
分
証
明

書
な
ど
の
提
示
は
不
要
で
す
。

　

チ
ャ
ー
ジ
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
前
記
３
カ
所
の
い
ず
れ
か
に
「
Ｂ
ｅ
コ

　
イ
ン
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
ア
プ
リ
を
イ

　
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」

　
と
「
チ
ャ
ー
ジ
す
る
額
の
現
金
」
を
持

　
参
し
ま
す
。

②
窓
口
で
チ
ャ
ー
ジ
す
る
旨
を
伝
え
る

　
と
、
カ
ー
ド
ま
た
は
ア
プ
リ
の
Ｑ
Ｒ

　
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
そ
の
場
で
現
金

　
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

※
チ
ャ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
払
い
戻
し
、
現

　
金
化
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
は
、
チ
ャ
ー
ジ
に
対
し
て

１
㌫
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
千
円
の
チ
ャ
ー
ジ
で
10
ポ
イ

ン
ト
が
上
乗
せ
さ
れ
「
１
０
１
０
ポ
イ
ン

ト
」
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

チ
ャ
ー
ジ
と
同
時
に
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
得
に
お

買
い
物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト

　

Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
は
、
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
電
子
地
域
通
貨
で
、「
１

ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
」
と
し
て
町
内
の
加
盟

店
で
の
み
利
用
が
可
能
で
す
。

　

町
内
だ
け
で
利
用
で
き
る
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン

の
普
及
に
よ
り
、
資
金
（
現
金
）
の
町
外

へ
の
流
出
を
防
ぎ
町
内
経
済
の
循
環
を
高

め
る
ほ
か
、
地
域
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
を
目
指
し
ま
す
。

Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
の
普
及
に
向
け
て

美瑛町

10,000
ポイント

チャージしたポイントの有効期限のイメージ
10,000円分
チャージ

【４月１日】

有効期限
【３月31日】

10,000 円分
追加チャージ
【８月１日】

４月１日チャージ分を合わせた 20,000
ポイントの有効期限が延長されます

10,000
ポイント

20,000
ポイント

有効期限
【７月31日】
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青
い
池
駐
車
場
は
、
昨
年
４
月
１
日
か

ら
有
料
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
や
町
内
観
光
事
業
者
な
ど
の
方
々
の
駐

車
料
金
は
令
和
３
年
度
も
「
免
除
」
と
な

り
ま
す
の
で
、
駐
車
場
を
ご
利
用
の
際
に

運
転
免
許
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
も

の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

 

青
い
池
駐
車
場

町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
の
駐
車
料

金
は
引
き
続
き
免
除
さ
れ
ま
す

利
用
時
間
／

【
５
月
～
10
月
】

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

【
11
月
～
４
月
】

　

午
前
８
時
～
午
後
９
時
30
分駐車料金は、美瑛町の魅

力的な観光を維持、発展
させるために、観光資源
の保全や管理などさらな
る観光振興に活用します。

使
え
る
お
店

行
政
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

飲
食
店
応
援
事
業

　

町
か
ら
交
付
さ
れ
る
助
成
金
な
ど
の
一

部
が
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
で
付
与
さ
れ
、
町
内
で

の
お
買
い
物
に
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
今
後
、
事

業
実
施
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
実

証
実
験
開
始
日
よ

り
、
加
盟
店
舗
が

増
え
て
い
ま
す
。

店
頭
ポ
ス
タ
ー
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

加
盟
店
舗
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
今
月
号
の
２
ぺ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

の
と
お
り
、
町
民
１
人
に
３
千
円
分
の
Ｂ

ｅ
コ
イ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。
今

回
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
は
、

「
12
月
31
日
ま
で
」
で
す
。

美瑛町電子地
域通貨「Ｂｅ
コイン」につ
いて詳しくは
こちら

 

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

営
業
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
、
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
の
営

業
時
間
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
こ
れ
ま
で
毎
週
月
曜
日
を
休
館
日

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
に
休
館
日
を
振
り
替
え
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11 月～４月 ５月～ 10 月

月曜 休館 休館

火曜

午前９時 30 分～午後６時

午前９時 30 分～午後８時
水曜

木曜 午前９時 30 分～午後６時

金曜

午前９時 30 分～午後８時土曜

日曜

最終
受付

午後５時 30 分まで
午後７時 30 分まで

（木曜日は午後５時 30 分まで）

４月からの国民保養センター営業時間

商
工
観
光
交
流
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
商
工
観
光
交
流
課
（
☎
92-

４
３
２
１
）

同
窓
会
開
催
を
支
援
し
ま
す

　

町
内
の
小
・
中
・
高
校
の
卒
業
生
が
学

級
ま
た
は
学
年
単
位
で
行
う
同
窓
会
を
町

内
飲
食
店
な
ど
で
開
催
す
る
場

合
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

同
窓
会
開
催
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

主
な
条
件
・
助
成
額
な
ど
／

・
10
人
以
上
で
開
催
す
る
も
の
（
小
規
模

　

校
は
同
学
年
の
半
数
以
上
が
出
席
）

・
助
成
額　

１
人
２
０
０
０
円

・
開
催
日
当
日
ま
た
は
前
日
に
町
内
に
宿
泊

　
　

１
人
１
０
０
０
円
追
加

・
町
内
写
真
事
業
者
で
集
合
写
真
を
撮
影

　
　

１
人
５
０
０
円
追
加

※
詳
し
く
は
、
広
報
今
月
号
の
折
り
込
み

　

チ
ラ
シ
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

※
休
館
日
に
つ
い
て

　

月
曜
日
に
続
き
火
曜
日
も
祝
日
の
場
合

　

は
、
水
曜
日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
５
月
の
大
型
連
休
は
、
３
日
（
月
）

　

か
ら
５
日
（
水
）
は
営
業
し
、
６
日
（
木
）

　

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

【道北バス最終便の出発時刻まではロビーを待合室として利用いただけます】

 

国
設
白
金
野
営
場

　
管
理
運
営
業
務
受
託
者
募
集

　

令
和
３
年
度
の
国
設
白
金
野
営
場
の
管

理
を
受
託
す
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
期
間
／
４
月
16
日
（
金
）
ま
で

※
募
集
要
領
な
ど
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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増えてほしいもの 減ってほしいもの 変らずにあってほしいもの

・子ども

・人口

・公共交通

・働ける場所

・気軽に話せる場所

・女性の活躍

・再生可能エネルギー

・オンライン教育

・病院（診療科目）

・地域のつながり

・空き家

・自然災害

・ごみの量

・オーバーツーリズム

・町の借金

・貧困

・住みにくいイメージ

・孤立した人

・不要な施設

・電線や電柱

・農村風景、自然

・温泉

・安心で安価な水

・商店、コンビニ、スーパー

・人の温かさ

・学校

・町内会

・高齢者福祉

・各種工事業者

・観光客

【インタビューの内容】

Ｑ：美瑛町にとって「増えてほしいもの」「減ってほしいもの」「変らずにあってほし

　　いもの」は何ですか？

　

昨
年
11
月
号
の
広
報
び
え
い
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
「
町
民
ま
ち
づ
く

り
提
案
事
業
」
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
貴
重
な
ご
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
案
内
容
を
基

に
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
お

け
る
審
査
や
、
町
議
会
で
の
審
議
を

経
て
、
１
件
の
提
案
が
予
算
化
さ
れ

る
と
と
も
に
、
既
存
事
業
の
拡
充
な

ど
に
よ
り
以
下
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

検
討
の
結
果
、
令
和
３
年
度
予
算

へ
の
計
上
を
見
送
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
ご
提
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、

今
後
の
町
政
運
営
に
お
け
る
政
策
立

案
や
施
策
の
展
開
に
お
い
て
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
「
町
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
事

業
」
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後

も
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ま
た
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
「
声
」

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
提
案
に
よ
り
、
本
年
度

に
実
施
さ
れ
る
事
業
の
概
要
は
次
の

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

「町民まちづくり提案事業」

事業化に向けた検討結果を公表します
問合せ／まちづくり推進課　☎ 92-4330

※ＳＤＧｓ：「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称であり、　　

　2015年９月に国連で開かれたサミットの中で世界のリーダーによって決められた、国際

　社会共通の目標。

― 

美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て 

―

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
昨
年
11
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

２
０
４
０
年
の
美
瑛
町
の
あ
り

た
い
姿
を
描
き
、
実
現
す
る
た

め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
役
場

職
員
が
と
も
に
思
い
を
巡
ら
せ

な
が
ら
「
美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ

ン
」を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※

が
掲
げ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
理
念

と
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆

さ
ん
の
声
を
集
め
、
ビ
ジ
ョ
ン

に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
に
、

昨
年
11
月
19
日
か
ら
３
月
10
日

ま
で
の
間
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し

た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
の
皆

さ
ん
か
ら
、
職
場
の
同
僚
や
友

人
、
知
人
な
ど
に
声
を
掛
け
、

３
２
９
人
か
ら
声
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

町民の皆さんの思いをこれからのまちづくりに生かします！
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提案事業名 事業実施の概要

広報横書き化の検討
広報に対する満足度や縦書き・横書きのニーズなどを把握するアンケート調

査を実施する。

ユーザーごとに使いやす

いホームページの検討
令和４年度予算に向け、ＬＩＮＥやホームページなどで広く意見を募集する。

町民意見カード
・意見カードを定期的に広報のチラシに折り込む。

・意見箱の設置場所を２カ所（図書館と bi.yell（ビ・エール））増やす。

スケートパーク
スポーツセンター駐車場などの敷地を利用し、開放日などを設定した上で、

スケートボードやインラインスケートなど、活動するスペースを設ける。

子どもや観光客が集まる水

遊びができる公園の設営
ことぶき公園での整備を検討し、調査設計を行う。

 

　
問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　 

　
　
　
　
☎
92-

４
３
３
０

　

ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
に
つ
い
て

「
美
瑛
町
に
と
っ
て
の
関
連
性
」「
美
瑛
町

に
と
っ
て
の
重
要
性
」
の
２
つ
の
視
点
で

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
１
～
５
点
の
間
で
点

数
を
付
け
集
約
し
た
と
こ
ろ
、「
３
健
康
、

４
教
育
、
８
経
済
成
長
・
働
き
が
い
、
９

イ
ン
フ
ラ
、
11
ま
ち
づ
く
り
、
15
森
林
」

の
目
標
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

▽令和３年２月 17 日開催　ワークショップの様子

まちづくりワークショップの議事録などを、町ホームページで公開してい

ます。

　町ホームページトップ画面「美瑛町
　共有ビジョン」で検索

【https://town.biei.hokkaido.jp/administration/administration/sharedvision/index.html】

―　ＳＤＧｓの 17 の目標とその点数　―

上記以外の皆さんのご提案に対する回答は、町ホームページでご確認ください。
町ホームページトップ画面「まちづくり提案」で検索

【https://town.biei.hokkaido.jp/administration/administration/machizukuri.html】

　

本
年
度
は
、
引
き
続
き
４
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
美
瑛
町
の
最
上
位

計
画
の
柱
と
な
る
「
美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

目標

関連性 75 74 90 85 75
重要性 81 86 90 88 76

目標

関連性 65 82 88 92 73
重要性 77 82 88 91 74

目標

関連性 87 80 70 47 91 67 83
重要性 90 83 76 60 89 70 83
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町
内
の
賃
貸
を
目
的
と
し
た
民
間
賃
貸

助
成
対
象
住
宅

　
町
で
は
、
移
住
・
定
住
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
定
住
促
進
住
宅
を
整
備
し
て
い

ま
す
が
、
入
居
希
望
者
の
増
加
に
伴
う
住
宅
の
不
足
か
ら
、
移
住
・
定
住
を
思
い
と
ど
ま

る
な
ど
住
宅
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
年
４
月
１
日
以
降
に
美
瑛
町
へ
移
住
す
る
際
、
町
の
登
録
を

受
け
た
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
方
に
対
し
、
家
賃
の
一
部
を
美
瑛
町
電
子
地
域
通
貨

「
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
」
で
助
成
す
る
「
美
瑛
町
移
住
定
住
促
進
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
」
を

開
始
し
ま
す
。

①
家
賃
が
３
万
円
未
満
の
民
間
賃
貸
住
宅

②
町
営
・
公
営
住
宅
の
公
的
賃
貸
住
宅

③
社
宅
や
社
員
寮
な
ど
の
給
与
住
宅

④
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
の
３
親
等

　
以
内
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅

⑤
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
の
所
属
す

　
る
法
人
が
所
有
す
る
住
宅

⑥
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
が
所
属
す

　
る
法
人
の
構
成
員
ま
た
は
職
員
が
所
有

　
す
る
住
宅

 町内の賃貸物件を

助成対象住宅に登録しませんか？

助
成
対
象
者

　

助
成
対
象
住
宅
の
契
約
者
で
次
に
該
当

す
る
方

①
世
帯
全
員
が
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降

　
に
美
瑛
町
に
定
住
の
た
め
本
人
の
意
思

　
に
よ
り
転
入
し
た
方
（
町
内
企
業
な
ど

　
へ
の
転
勤
に
よ
る
転
入
は
除
く
）

②
町
内
に
生
活
の
本
拠
を
置
く
方

　

町
の
登
録
を
受
け
た
物
件
に
入
居
さ
れ

た
方
で
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

移住される方へ「Ｂｅコイン」で家賃助成　

民間賃貸住宅家賃助成をスタートします
　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ・申請／まちづくり推進課移住定住推進室　☎ 74-6171

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：iju-teiju@town.biei.hokkaido.jp

申
請
方
法
な
ど

詳しくは町ホームページをご覧ください。
【https://town.biei.hokkaido.jp/move/yatinjyosei.html】

◁町ホームページ
　はこちらから

助
成
額
と
助
成
期
間

助
成
額
／
月
額
家
賃
の
２
分
の
１
以
内
、

　

１
カ
月
当
た
り
１
万
円
（
１
０
０
０
０

　

ポ
イ
ン
ト
）
を
限
度

助
成
期
間
／
36
カ
月
を
限
度

子
育
て
加
算
／
18
歳
ま
で
の
子
（
18
歳
に

　

達
し
た
日
以
後
、
最
初
の
３
月
31
日
を

　

迎
え
る
ま
で
の
期
間
を
含
む
）
を
養
育

　

す
る
世
帯
に
は
１
万
円
（
１
０
０
０
０

　

ポ
イ
ン
ト
）
を
加
算

助
成
方
法

　
助
成
方
法
は
、
美
瑛
町
電
子
地

域
通
貨
「
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
」
で
交
付

し
ま
す
。

　
助
成
金
額
と
子
育
て
加
算
を
合
算
し
、

最
大
月
額
２
万
円
（
２
０
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

今
回
の
助
成
制
度
で
入
居
者
が
助

成
を
受
け
る
に
は
、
町
の
登
録
を
受

け
た
物
件
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

町
内
で
賃
貸
住
宅
を
所
有
も
し
く

は
管
理
し
て
い
る
個
人
や
事
業
者
の
方

は
、
登
録
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
書
類
／

①
美
瑛
町
移
住
定
住
促
進
民
間
賃
貸

　

住
宅
申
請
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
住
宅
の
位
置
図
・
平
面
図

③
住
宅
登
記
事
項
証
明
書

④
住
宅
の
外
観
写
真

　
登
録
が
決
定
し
た
住
宅
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物
件
情
報
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
宅
で
、
対
象
住
宅
と
し
て
町
の
登
録
を

受
け
た
物
件
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
物
件
は
対
象
か
ら
除
き

ま
す
。

③
契
約
者
の
居
住
用
以
外
に
使
用
し
な
い

　
方
、
ま
た
は
転
貸
や
譲
渡
し
な
い
方

　
こ
の
ほ
か
、
公
務
員
世
帯
は
除
く
な
ど

い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
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昨
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
移
住
定

住
推
進
室
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど

か
ら
広
が
り
を
見
せ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
モ
ニ

タ
ー
の
実
施
や
移
住
希
望
者
を
ま
ち
全
体

で
迎
え
入
れ
、
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
向
け
た
、
移
住
者
交
流
会
な
ど

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
モ
ニ
タ
ー
で
は
、
実
際
に

居
住
し
て
感
じ
た
ま
ち
の
課
題
と
そ
の
解

決
策
、
移
住
者
と
町
民
が
参
加
し
た
移
住

者
交
流
会
で
は
、
ま
ち
の
良
い
部
分
や
今

以
上
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
施
策
へ
の
声

を
い
た
だ
き
、
今
後
の
取
り
組
み
を
検
討

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

意見内容 令和３年度以降の対応内容

観光を軸に移住者を呼び込む

施策を推進してほしい

町内宿泊施設のワーケーション環境の充実を図り、ワーケーションに適

した宿泊施設やＤＭＯ体験メニューの情報提供を進めます（商工観光交

流課）。

町内の就業情報の深堀りと町

内での就労が可能となるマッ

チングをしてほしい

３月から下記ＵＲＬに町内求人情報を掲載し、求職者とのマッチングを行っ

ています。なお町内業者の皆さんからの求人情報は随時募集しています（商

工観光交流課）【https://town.biei.hokkaido.jp/about/industrys/kyujin/】。
町内の福祉施設で働く人々を

確保してほしい

介護分野に関心を持つ方々に向けた、入門的な研修を町内事業所と連携

し開催します（保健福祉課）。
パソコン・スマートフォン利

用に潜む危険性について親子

で学べる機会を創出してほし

い

令和２年度に児童生徒一人一人へパソコンが配備され、インターネット

使用時の注意事項やルールなどを学んでいます。

親子で学びやすい環境づくりをサポートできるよう、小中学校と連携し、

必要となる情報の提供に努めます（教育委員会）。
ホームページで病院やスーパー

などの生活情報、町の魅力情報

の発信を強化してほしい

令和２年度に移住に関する町ホームページの内容をまとめ、運営を図っ

ていますが、生活情報や魅力をより伝えられるよう精査の上、改善を図

ります（まちづくり推進課）。

 「まちの今後に求められるもの」

 ―　移住希望者や町民の皆さんから

     多くの「声」をいただいています　―

※上記以外の意見と対応内容については、町ホームページでの公開を予定しています。

報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
毎
月
読
ん
で
い
る
」

「
こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
み
に
く
い
」
な
ど
記

事
の
内
容
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
文
章

や
用
語
・
用
字
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
紙
面

に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
広
報
紙
づ
く
り
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】

①
Ｆ
Ａ
Ｘ

②
役
場
１
階
町
民
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
設

　

置
の
「
ご
意
見
箱
」
へ
の
投
函

③
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
「
ご
意
見
・
お
問
い

　

合
わ
せ
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
メ
ー
ル
送
信

 

広
報
び
え
い
に
対
す
る

 
 

「
ご
意
見
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

広

☎
92-

４
３
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
92-

４
４
１
４

問
合
せ
／
総
務
課
広
聴
広
報
係◁ご意見・お問い

　合わせフォーム
　はこちらから
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３
月
11
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

「
学
術
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
学
識
顧
問
３
人

と
当
協
議
会
の
中
村
専
門
員
で
、

ジ
オ
サ
イ
ト
の
新
規
指
定
（
９

カ
所
）
や
今
後
の
学
術
会
議
の

体
制
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

※
指
定
さ
れ
た
ジ
オ
サ
イ
ト
は
今

　

後
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
学
識
顧
問
会
議
「
学
術
会
議
」

を
開
催

　

新
た
に
４
人
が
３
月
１
日
付

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
で
認
定
ジ
オ
ガ

イ
ド
は
11
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
活
躍
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
識
顧
問
と
は
？

　

当
協
議
会
の
運
営
や
学
術
的
研
究

活
動
な
ど
に
関
し
助
言
を
受
け
る
た

め
、
協
議
会
設
立
当
初
か
ら
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
学
識
顧
問
は
次

の
３
人
で
す
。

・
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

　
廣
瀬
亘
主
査

・
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

　
佐
藤
鋭
一
准
教
授

・
北
海
道
大
学
地
震
火
山
研
究
観

　
測
セ
ン
タ
ー

　
青
山
裕
教
授

△オンライン会議の様子

佐々木清美さん清田英之さん

恩地昭夫さん廣川貴志さん

　

２
０
２
０
年
度

　

認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
紹
介

３
月
20
日
に
美
瑛
町
内
で
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

令和３年度を始期とする「福祉」や「行政改革」に関する計画を策定しました

「第６期美瑛町障がい福祉計画・
第２期美瑛町障がい児福祉計画」

「美瑛町高齢者福祉計画」

　問合せ／保健福祉課福祉係　　　☎92-4338
　　　　　保健福祉課地域支援係　☎92-4248

　令和３年度から令和５年度までの３年間を計画期

間とする「第６期美瑛町障がい福祉計画・第２期美

瑛町障がい児福祉計画」「美瑛町高齢者福祉計画」

の策定に当たり、令和２年度より計画策定に着手

し、これまでアンケート調査や町民コメントを実施

し、各種審議会の意見を取り入れながら、これから

の美瑛町の障がい・高齢者福祉計画の在り方につい

て検討を進めてきました。

　今後はそれぞれの計画に基づき、定期的な分析や評価を行い、サービス提供体制のさらなる計画的

な整備を図り、地域の特性にあったサービス提供を一層推進していきます。

　策定した計画は、町ホームページで公表するほか、町民コーナーに配置しますのでご覧ください（希

望者には保健福祉課窓口で配布をしています）。

「第７次美瑛町行政改革大綱」

　問合せ／総務課総務係　　☎92-4316

　令和３年度から令和７年度までの５年間を計画期

間とする「第７次美瑛町行政改革大綱」を策定しま

した。

　本計画は、行政組織の効率化と経費の抑制を図る

ための行動計画となるもので、第６次行政改革大綱

の事業効果の評価を基に、これまでの取り組みの中

で効果が表れている実施項目を継続するとともに、さらなる検討を加えながら運用していくものです。

　今後は本計画に基づき、「美瑛町まちづくり総合計画」に沿ったまちの実現に向け、創意工夫による

事業選択や経費の抑制を図りながら、適正な施策を推進していきます。

　策定した計画は、町ホームページで公表するほか、町民コーナーに配置しますのでご覧ください。

　

十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ
の
メ
ン

バ
ー
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、
新
た
な
ツ
ア
ー
開
発
に

向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。
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町　長
コラム
vol.22

美瑛町長

角和　浩幸

令和３年２月分交際費支出状況

　２月の支出はありませんでした。

３
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

１
日
～
２
日

　
　
　

美
瑛
町
議
会
第
１
回
定
例
会

４
日　

陸
上
自
衛
隊
第
二
師
団
感
謝
状
贈
呈
式

15
日　

美
瑛
町
議
会
第
１
回
定
例
会

17
日　

美
瑛
町
金
融
懇
談
会

18
日　

美
瑛
町
農
業
振
興
機
構
理
事
会

　
　
　

美
瑛
町
森
林
組
合
理
事
会

19
日　

美
瑛
町
議
会
第
１
回
定
例
会

22
日　

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
策
定
専
門

　
　
　

部
会
懇
談
会

22
日　

Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
町
民
説
明
会

23
日　

大
雪
地
区
広
域
連
合
、
大
雪
葬
斎
組
合
、

　
　
　

大
雪
清
掃
組
合
、
大
雪
消
防
組
合
議
会

24
日　

美
瑛
町
長
期
農
業
研
修
修
了
証
書
授
与
式

　
　
　

青
年
林
業
士
認
定
授
与
式

26
日　

美
瑛
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

　
　
　

丘
の
ま
ち
び
え
い
活
性
化
協
会
理
事

　
　
　

会
、
評
議
員
会

　
　
　

美
瑛
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

29
日　

北
海
道
新
幹
線
旭
川
延
伸
促
進
期
成

　
　
　

会
（
仮
称
）
設
立
総
会
（
旭
川
市
）

30
日　

美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

雪
解
け
が
進
ん
で
い
ま
す
。
春
の
気
配

が
満
ち
て
き
ま
し
た
。

　

〈
さ
き
が
け
て
地
を
割
り
そ
め
し
蕗ふ

き

の

薹と
う

あ
さ
黄
み
ど
り
の
ひ
と
つ
を
摘
み
ぬ
〉

　

歌
人
の
長
沢
美
津
さ
ん
は
こ
う
詠
ん
で

い
ま
す
。
食
い
し
ん
坊
の
僕
は
フ
キ
ノ
ト

ウ
を
見
つ
け
て
は
、
ふ
き
味
噌
を
作
っ
て

独
特
の
ほ
ろ
苦
さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

解
け
な
い
雪
は
な
い
と
い
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
し
て
も
雪
の
多
い
冬
で
し
た
。
数
年

に
一
度
の
暴
風
雪
も
あ
り
、
最
高
積
雪
深

が
記
録
的
な
１
２
０
セ
ン
チ
に
達
し
た
一

方
で
、
暖
気
に
よ
り
路
面
状
況
が
悪
化
す

る
な
ど
、
急
激
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
除
排
雪
の
関
係
で
町

民
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昼
夜
を
徹
し
て
作
業
に
当
た
ら
れ

た
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
役
場
担
当
職
員
も
ね
ぎ

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一

層
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
が
反
映
さ
れ
る

行
政
で
あ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
定
例
議
会
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
当
初
予
算
を
認

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
初
心
を
忘
れ
な
い
よ

う
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
と
と
も
に
あ
る
令
和
３
年

度
で
す
。
今
年
度
は
「
暮
ら
し
、
経
済
対

策
」
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
切
れ
目
な

く
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
難
局
の
中
に
も

好
機
を
見
出
す
積
極
的
な
姿
勢
で
臨
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
売
り
上
げ

が
減
少
し
た
事
業
者
さ
ん
を
支
援
す
る
経

営
持
続
化
支
援
事
業
や
、
意
欲
あ
る
創
業

者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
起
業
支
援
事

業
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
飲
食
店
で
使
え
る

１
人
３
千
円
分
の
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
を
支
給
す

る
消
費
活
性
化
策
な
ど
を
講
じ
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
で
は
、
中
小
規
模
農
家
と
女

性
農
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
美
瑛
米

の
生
産
安
定
に
向
け
て
交
付
金
を
支
給
し

ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
事
業

や
介
護
入
門
研
修
な
ど
地
域
福
祉
の
向
上

に
も
努
め
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
す
。
町
立

病
院
と
美
瑛
循
環
器
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

さ
ん
を
中
心
に
、
予
約
制
の
も
と
で
ス

ム
ー
ズ
に
皆
さ
ま
が
接
種
で
き
る
よ
う
万

全
な
態
勢
を
整
え
ま
す
。

　

春
で
す
。
凍
て
つ
い
た
地
面
か
ら
野
草

が
芽
を
出
す
よ
う
に
、
冬
の
眠
り
か
ら
覚

め
た
命
の
躍
動
が
始
ま
り
ま
す
。
「
希
望
」

が
似
合
う
季
節
で
す
。
仕
事
に
ま
い
進
し

ま
す
。
た
ま
に
は
、
若
菜
摘
み
を
楽
し
み

な
が
ら
。

【 h t t p s : / / t o w n .
b i e i . h o k k a i d o . j p /
administration/mayor/】

私、角和浩幸へ町ホームページ
から直接メッセージを送ること
ができます。こちらに記載の
URL または QR コードから問い合
わせフォームへ進むことができ
ます。
皆さまからのご意をお待ちして
います。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
町
内
の
公
共
施
設
に
「
ご

意
見
箱
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
は
、
よ
り
気

軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
る
よ
う
、
町
民
意
見
カ
ー
ド

を
広
報
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
と

し
て
定
期
的
に
配
布
す
る
ほ

か
、
意
見
箱
の
設
置
カ
所
を
増

や
し
ま
し
た
。

　

町
民
意
見
カ
ー
ド
は
、
の
り

づ
け
す
る
と
そ
の
ま
ま
投
函
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
今
後
の
美
瑛
町
の
ま
ち
づ

く
り
や
役
場
の
業
務
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

皆さんのご意見をお聞かせください

「ご意見箱」を町内５カ所に設置しています

意
見
箱
設
置
場
所
／

・
役
場
庁
舎
１
階
町
民
コ
ー

　

ナ
ー

・
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

・
町
立
病
院
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

４
月
か
ら
設
置

・
丘
の
ま
ち
交
流
館
ビ
・
エ
ー

　

ル
１
階
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

　

付
近
）

・
図
書
館
（
正
面
玄
関
付
近
）

問
合
せ
／
総
務
課
広
聴
広
報
係

　

（
☎
92-

４
３
４
５
）
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会
計
課

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　

小
杉
　
昌
敏
（
総
務
課
長
兼
危
機
対

　

策
室
長
）

総
務
課

▽
課
長
兼
危
機
対
策
室
長 

今
瀧
　
毅

　
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
兼
東
京
事
務
所
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
危
機
対
策
室
次
長

　
鈴
木
　
誠
（
同
課
長
補
佐
）

▽
広
聴
広
報
係
長 

森
中
　
麻
友

　

（
税
務
課
納
税
係
長
）

▽
危
機
対
策
室
危
機
対
策
係
長

　

大
畑
　
裕
矢
（
同
課
）

▽
主
査 

村
山
　
美
波
（
同
課
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

▽
課
長
兼
東
京
事
務
所
長 

新
村
　
猛

　（
議
会
事
務
局
長
兼
監
査
室
事
務
長
）

▽
宮
崎
　
明
（
北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局
）

▽
八
代
　
正
弘
（
農
林
課
）

税
務
課
　

▽
課
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長

　
佐
藤
　
誉
修（
建
設
水
道
課
長
補
佐
）

▽
納
税
係
長 

平
賀
　
稔
也

　

（
大
雪
地
区
広
域
連
合
国
民
健
康
保

　

険
対
策
室
主
任
）

▽
特
任
参
与 

三
井

　
浩
（
再
任
用
）

住
民
生
活
課

▽
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長 

　
庄
司
　
篤
史
（
一
般
社
団
法
人
美
瑛

　

町
観
光
協
会
事
務
局
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長
兼

　

住
民
生
活
係
長 

大
庭
　
路
世

　

（
同
課
長
補
佐
兼
住
民
生
活
係
長
）

▽
戸
籍
年
金
係
長 

佐
藤
　
理
加

　

（
保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
支

　

援
室
子
ど
も
福
祉
・
相
談
係
長
）

▽
町
営
住
宅
係
長 

金
子
　
俊
介

　

（
建
設
水
道
課
建
築
係
長
）

▽
田
中
　
佑
奈
（
農
林
課
）

保
健
福
祉
課

▽
課
長
兼
障
害
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

　
高
木
　
比
斗
志
（
住
民
生
活
課
長
兼

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
参
事
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保
健

　

師
長 

鎌
田
　
静
香
（
同
課
長
補
佐

　

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
保
健
師
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室

　

次
長
兼
子
ど
も
福
祉
・
相
談
係
長 

　

　

谷
口
　
雄
二
（
同
課
長
補
佐
兼
子
ど

　

も
・
子
育
て
支
援
室
次
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

室
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長

　
中
村
　
貴
子
（
同
課
長
補
佐
兼
子
ど

　

も
・
子
育
て
支
援
室
子
ど
も
支
援
セ

　

ン
タ
ー
次
長
兼
子
育
て
支
援
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次
長

　
田
村

　
康
一
（
住
民
生
活
課
長
補
佐

　

兼
戸
籍
年
金
係
長
）

▽
社
会
係
長 

竹
田

　
容
一

　

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

▽
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室
子
ど
も
支

　

援
セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援
係
長

　
早
勢
　
陽
一
郎
（
同
課
主
査
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
係
長

　
鈴
木
　
香
織
（
同
課
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
係
感
染

　

対
策
担
当
係
長 

白
間
　
ま
り
子

　

（
同
課
健
康
づ
く
り
係
長
）

▽
丸
山
　
大
輔
（
新
規
採
用
）

▽
特
任
参
与 

古
本
　
彰
（
再
任
用
）

▽
特
任
参
与 

森
　
法
子
（
再
任
用
）

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

▽
参
事
兼
郷
土
学
館
参
事 

江
花
　
一

　

（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長 

　
細
谷
　
侯
仁（
町
立
病
院
事
務
局
次
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
郷
土
学
館
次
長 

　
嶋
田
　
敦
之
（
大
雪
消
防
組
合
消
防

　

本
部
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

▽
文
化
振
興
係
長 

山
口
　
祐
弥

　

（
農
業
委
員
会
事
務
局
庶
務
係
長
）

▽
特
任
参
与 

宮
崎
　
敏
行
（
再
任
用
）

農
林
課

▽
農
業
振
興
係
長 
田
野
　
寛
之

　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
兼
移
住
定
住

　

推
進
室
）

▽
梅
田

　
一
輝
（
国
立
大
雪
青
少
年
交

　

流
の
家
）

▽
細
川

　
美
月
（
新
規
採
用
）

▽
特
任
参
与 

芝
生

　
公
之
（
再
任
用
）

美
瑛
町
職
員
の
人
事

４
月
１
日
付
（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）
で

美
瑛
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
美
瑛
町
人
事
】

【
教
育
委
員
会
事
務
局
人
事
】

【
大
雪
消
防
組
合
人
事
】

【
農
業
委
員
会
事
務
局
人
事
】

退
職
（
３
月
31
日
）

▽
鈴
木
　
貴
久

　

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▽
山
下
　
愛
理

　

（
税
務
課
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長
）

▽
山
田
　
厚
誠
（
再
任
用
）

▽
渡
邉
　
基
子
（
再
任
用
）

▽
飯
田
　
ミ
ド
リ
（
再
任
用
）

▽
庶
務
係
長 

佐
藤
　
衡
一

　

（
建
設
水
道
課
維
持
係
長
）

消
防
本
部

▽
庶
務
課
参
事 

林
　
康
規

　

（
庶
務
課
長
補
佐
）

▽
庶
務
課
庶
務
係
長 

西
本
　
哲
史

　

（
総
務
課
広
聴
広
報
係
長
）

▽
庶
務
課
付 

吉
澤

　
正
樹

　（
美
瑛
消
防
署
次
席
）

美
瑛
消
防
署

▽
管
理
官 

伊
藤

　
俊
洋

　

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
参
事
兼
郷
土
学

　

館
参
事
）

建
設
水
道
課

▽
参
事
兼
水
道
整
備
室
長

　
岩
佐
　
和
男
（
総
務
課
長
補
佐
兼
危

　

機
対
策
室
次
長
兼
危
機
対
策
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長 

石
崎
　
智
大

　

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
補
佐
兼
郷
土

　

学
館
次
長
）

▽
課
長
補
佐 

滝
沢
　
里
志

　

（
同
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

▽
建
築
係
長 

小
林
　
祐
気
（
同
課
）

▽
維
持
係
長 

斉
藤
　
優
太

　

（
農
林
課
農
業
振
興
係
長
）

▽
山
田
　
健
太
（
保
健
福
祉
課
）

▽
上
田
　
樹
（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

町
立
病
院

▽
薬
局
長 

島
津
　
洋
之

　

（
技
師
長
兼
薬
局
長
）

▽
技
師
長
兼
検
査
係
長 

田
野
中
　
智
昭

　（
検
査
係
長
）

▽
事
務
局
次
長 

得
能
　
理

　

（
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
浄
化
セ
ン

　

タ
ー
次
長
兼
町
営
住
宅
係
長
）

監
査
室

▽
事
務
長
（
兼
務
） 

今
野
　
聖
貴

　

（
保
健
福
祉
課
長
兼
障
害
相
談
支
援
セ

　

ン
タ
ー
所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
議
会
事
務
局
人
事
】

▽
事
務
局
長 

今
野
　
聖
貴

　（
保
健
福
祉
課
長
兼
障
害
相
談
支
援
セ 

　

ン
タ
ー
所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

管
理
課

▽
ス
ク
ー
ル
バ
ス
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
バ

　

ス
運
行
係
長 

工
藤

　
勝
利

　

（
同
セ
ン
タ
ー
バ
ス
運
行
係
長
）

▽
小
西

　
真
生
（
新
規
採
用
）

公
民
館

▽
参
事
（
兼
務
） 

江
花
　
一

　

（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会
係
長
）

▽
次
長
（
兼
務
） 

細
谷
　
侯
仁

　

（
町
立
病
院
事
務
局
次
長
）

▽
次
長
（
兼
務
） 

嶋
田
　
敦
之

　

（
大
雪
消
防
組
合
消
防
本
部
課
長
補

　

佐
兼
庶
務
係
長
）
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▲
転
出

校
長　

北
島
　
信

（
鷹
栖
町
立
北
野
小
学
校
）

教
諭　

稲
𠮷

　
礼
子

（
富
良
野
市
立
扇
山
小
学
校
）

教
諭　

川
田
　
昌
司

（
中
富
良
野
町
立
中
富
良
野
小
学
校
）

教
諭　

結
城
　
直

（
東
神
楽
町
立
東
聖
小
学
校
）

教
諭　

西
永
　
拓
史

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
西
小
学
校
）

▼
転
入

校
長　

堀
内
　
隆
功

（
下
川
町
立
下
川
小
学
校
）

教
諭　

山
中
　
芳
子

（
旭
川
市
立
旭
川
小
学
校
）

教
諭　

土
屋
　
洋
輔

（
富
良
野
市
立
扇
山
小
学
校
）

教
諭　

松
村
　
由
貴

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
小
学
校
）

教
諭　

新
妻
　
葉
月

（
名
寄
市
立
名
寄
西
小
学
校
）

教
諭　

鏡
　
雄
介

（
東
神
楽
町
立
東
聖
小
学
校
）

教
諭　

太
田
　
帆
南

（
旭
川
市
立
大
有
小
学
校
）

◆
退
職

教
諭　

鈴
木

　
道
子

教
諭　

塚
崎

　
智
子
（
再
任
用
）

▲
転
出

教
諭　

高
宮
　
光
彦

（
士
別
市
立
士
別
小
学
校
）

教
諭　

高
橋
　
剛

（
旭
川
市
立
西
御
料
地
小
学
校
）

教
諭　

松
本
　
祐
輔

（
名
寄
市
立
中
名
寄
小
学
校
）

▼
転
入

教
諭　

宍
戸
　
由
紀
子

（
中
富
良
野
町
立
中
富
良
野
小
学
校
）

教
諭　

植
村
　
美
代
子

（
旭
川
市
立
東
光
小
学
校
）

教
諭　

長
嶋
　
義
和
（
再
任
用
）

（
愛
別
町
立
愛
別
小
学
校
）

教
諭　

竹
川
　
純
子
（
新
採
用
）

教
諭　

小
野
寺
　
晃
伸
（
新
採
用
）

◆
退
職

教
諭　

薄
葉
　
郷
子

教
諭　

白
川
　
幹
雄
（
再
任
用
）

▲
転
出

教
頭　

篠
原
　
純
也

（
枝
幸
町
立
目
梨
泊
小
学
校
）

教
諭　

野
呂
　
淳
一

（
富
良
野
市
立
富
良
野
小
学
校
）

▼
転
入

教
頭　

菅
野

　
史
彦

（
遠
軽
町
立
生
田
原
小
学
校
）

教
諭　

三
浦

　
真
紀

（
旭
川
市
立
東
町
小
学
校
）

【
派
遣
人
事
】

小
学
校
・
中
学
校
教
職
員
の
人
事

４
月
１
日
付
（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）
で
町
内

各
学
校
教
員
・
事
務
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
美
瑛
小
学
校
】

【
美
瑛
東
小
学
校
】

【
美
沢
小
学
校
】

▲
転
出

教
諭　

和
泉
田
　
俊
彦

（
旭
川
市
立
富
沢
小
学
校
）

▼
転
入

校
長　

岸
田
　
賢
治

（
枝
幸
町
立
歌
登
中
学
校
）

教
諭　

中
村
　
恭
子

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
小
学
校
）

◆
退
職

校
長　

吉
中
　
博
道

【
美
馬
牛
小
学
校
】

▼
転
入

教
諭　

竹
田
　
麻
由
子

（
富
良
野
市
立
東
小
学
校
）

▲
転
出

教
諭　

尾
矢
　
航
輔

（
比
布
町
立
比
布
中
学
校
）

▼
転
入

教
諭　

神
林
　
聖

（
旭
川
市
立
東
明
中
学
校
）

教
諭　

梶
田
　
貴
裕

（
比
布
町
立
比
布
中
学
校
）

◆
退
職

教
諭　

三
上
山

　
三
博
（
再
任
用
）

【
明
徳
小
学
校
】

【
美
瑛
中
学
校
】

▲
転
出

教
頭　

越
湖
　
憲
治

（
旭
川
市
立
東
栄
小
学
校
）

教
諭　

森
　
　
貴

（
旭
川
市
立
西
神
楽
中
学
校
）

教
諭　

中
村
　
健
吾

（
旭
川
市
立
明
星
中
学
校
）

教
諭　

永
田
　
真
由
美

（
旭
川
市
立
永
山
南
中
学
校
）

教
諭　

山
田
　
麻
弥

（
旭
川
市
立
明
星
中
学
校
）

▼
転
入

教
頭　

綿
谷
　
純
一

（
美
深
町
立
美
深
中
学
校
）

【
美
馬
牛
中
学
校
】

▽
次
席
兼
広
報
係
長 

夏
伐

　
和
明

　

（
次
席
）

▽
消
防
団
事
務
係
長
兼
庶
務
係
長

　
前
田
　
晃
（
消
防
団
事
務
係
長
）

▽
通
信
係
長 
山
本
　
徳

　

（
東
消
防
署
広
報
係
長
）

▽
警
防
係 

千
葉
　
昴
輔
（
庶
務
係
）

▽
庶
務
係 

森
　
大
樹
（
消
防
団
事
務
係
）

▽
消
防
団
事
務
係 

上
林
　
拓
実

　

（
機
械
係
）

▽
機
械
係 

伊
藤
　
俊
輔
（
警
防
係
）

一
般
社
団
法
人
美
瑛
町
観
光
協
会

▽
事
務
局
長 

成
田
　
博

　

（
一
般
財
団
法
人
丘
の
ま
ち
び
え
い

　

活
性
化
協
会
事
務
局
長
）

一
般
財
団
法
人
丘
の
ま
ち
び
え
い
活
性
化
協
会

▽
事
務
局
長 

長
野
　
克
哉

　

（
建
設
水
道
課
参
事
兼
水
道
整
備
室
長
）

▽
特
任
参
与 

鈴
木
　
貴
久
（
再
任
用
）

大
雪
地
区
広
域
連
合

▽
主
任 

三
上
　
宰
主

　

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
振
興
係
長
）

北
海
道

▽
結
城
　
匡
也
（
建
設
水
道
課
）

一
般
財
団
法
人
美
瑛
町
農
業
振
興
機
構

▽
特
任
参
与 

大
西

　
能
正
（
再
任
用
）

社
会
福
祉
法
人
び
え
い
子
育
て
応
援
団

▽
事
務
局
長 

三
田
村

　
尚
樹（
再
任
用
）

社
会
福
祉
法
人
美
瑛
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
事
務
局
長 

中
島

　
二
郎
（
再
任
用
）
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Photo information～フォトインフォメーション～

ジ
ュ
ニ
ア
美
瑛
学
最
終
回

２
20

　　全９回シリーズで行われ町内の小学生が参加全９回シリーズで行われ町内の小学生が参加
する「ジュニア美瑛学クラブ」。２月20日に最終する「ジュニア美瑛学クラブ」。２月20日に最終
回「雪の結晶観察」が行われ、修了の証として回「雪の結晶観察」が行われ、修了の証として
美瑛学のピンバッジが手渡されました。美瑛学のピンバッジが手渡されました。

理
解
を
深
め
る
た
め
に

３
11

　　町内在住の春日春樹さんより、障がい者への理解を町内在住の春日春樹さんより、障がい者への理解を
深めるため、著書「はるの空」を寄贈いただきました。深めるため、著書「はるの空」を寄贈いただきました。
　この本はご自身の半生を書かれた作品で、図書　この本はご自身の半生を書かれた作品で、図書
館で貸し出しを行っています。館で貸し出しを行っています。

陸
上
自
衛
隊
の
発
展
に
貢
献

　
美
瑛
町
自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議
会
会
長

の
西
森
和
弘
さ
ん
に
、
退
職
自
衛
官
の
雇
用

推
進
を
は
じ
め
、
昨
年
９
月
の
富
良
野
地
方

自
衛
隊
協
力
会
美
瑛
支
部
設
立
の
際
に
発
起

人
を
務
め
る
な
ど
長
年
に
わ
た
る
貢
献
が
認

め
ら
れ
、
防
衛
省
陸
上
自
衛
隊
第
二
師
団
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

西森　和弘さん

町
内
の
小
・
中
学
校
で
卒
業
式　町内の各学校で卒業式が行われ、母校を巣立つ皆さんの門出　町内の各学校で卒業式が行われ、母校を巣立つ皆さんの門出

を祝いました。を祝いました。

瑞
宝
双
光
章

田
中
　
　
篤
さ
ん

（
元
美
瑛
町
立
西
美
小
学
校
長
）

　
長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
田
中
篤
さ
ん

に
、
高
齢
者
叙
勲
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
昭
和
26
年
に
北
海

道
公
立
学
校
教
職
員
と
し
て
奉
職

以
来
、
約
40
年
に
わ
た
り
教
育
水

準
の
向
上
に
尽
力
し
、
地
域
に
根

差
し
た
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
な

ど
地
域
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
２
年
度
高
齢
者
叙
勲

　
令
和
２
年
度
美
瑛
町
教
育
顕
彰
に
お

い
て
、
義
務
教
育
９
年
間
を
皆
勤
し
た

生
徒
が
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
奨
励
賞

▽
畑
中
　
空
さ
ん（
美
瑛
中
学
校
３
年
）

美
瑛
町
教
育
顕
彰

社
会
教
育
表
彰

東　幹夫さん

　
長
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
東
幹
夫
さ
ん
に
文
部
科
学
大
臣

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
東
さ
ん
は
、
水
泳
の
豊
富
な
経
験
と
青

少
年
に
対
す
る
温
か
い
愛
情
で
、
国
立
大

雪
青
少
年
交
流
の
家
で
の
水
泳
事
業
の
指

導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

美瑛中学校美瑛中学校美瑛東小学校美瑛東小学校
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生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
防
止

の
た
め
、
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅
（
賃
貸
や
別
荘
、
販
売
な
ど
を
目

的
と
す
る
住
宅
は
除
く
）
で
10
人
槽

ま
で
の
浄
化
槽
設
置
に
対
し
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
】

　

下
水
道
計
画
区
域
外
に
個
人
で
設

置
す
る
浄
化
槽
で
、
新
築
に
伴
う
設

置
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
取

式
ト
イ
レ
を
改
造
し
て
設
置
す
る
も

の【
補
助
対
象
者
】

①
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

②
過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
て
い
な

　

い
方

　

建
物
の
新
築
や
増
築
を
す
る
際

に
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
申

請
が
必
要
で
す
。

　

倉
庫
・
カ
ー
ポ
ー
ト
・
車
庫
・
物

置
や
市
販
プ
レ
ハ
ブ
建
築
物
も
建
築

確
認
申
請
が
必
要
で
す
。

建
築
確
認
申
請

　

既
存
住
宅
の
段
差
解
消
な
ど
住
環

境
の
整
備
を
町
内
業
者
の
施
工
に
よ

り
行
う
際
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

①
本
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

　

し
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

②
自
ら
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

　

を
整
備
す
る
方

③
世
帯
全
員
の
前
年
度
所
得
額
の
合

　

計
が
８
０
０
万
円
以
下
の
方

【
助
成
対
象
工
事
】

　

段
差
解
消
や
手
す
り
の
設
置
な
ど

で
、
10
万
円
以
上
の
整
備
工
事

【
助
成
金
の
交
付
額
】

　
助
成
の
対
象
と
な
る
整
備
工
事
費

に
応
じ
て
交
付
（
助

成
限
度
額
34
万
円
）

　

町
内
の
老
朽
化
が
著

し
い
空
き
家
な
ど
の
解

体
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
区
域
】

　

都
市
計
画
法
第
８
条
第
１
項
第
１

号
で
定
め
る
美
瑛
町
内
の
用
途
地
域

内【
助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
】

①
建
築
後
40
年
を
経
過
し
た
住
宅

　

な
ど
で
、
居
住
者
が
い
な
い
空

　

き
家
の
状
態
と
な
っ
て
か
ら
、
１

　

年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
住
宅

②
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ

　

て
い
な
い
住
宅

③
こ
の
助
成
制
度
以
外
に
建
物
除
却

　

補
助
制
度
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

【
助
成
対
象
者
】

①
助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
な
ど
を

　

所
有
し
て
い
る
個
人
（
法
人
は
対

　

象
外
）

②
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

③
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
同
じ
世

　

帯
の
中
に
こ
の
助
成
金
を
受
け
た

　

方
が
い
な
い
こ
と

　
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
屋
外
広
告
物
と
は
次
の

３
つ
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
す
。

①
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し
て

　
表
示
さ
れ
る
も
の

②
屋
外
・
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

③
看
板
や
立
看
板
、
は
り
紙
お
よ
び

　
は
り
札
、
広
告
板
、
建
物
そ
の
他

　
の
工
作
物
な
ど
に
掲
示
・
表
示
さ

　
れ
た
も
の
な
ら
び
に
こ
れ
ら
に
類

　
す
る
も
の

屋
外
広
告
物
の
申
請

浄
化
槽
設
置
補
助

　 

空
き
家
な
ど
の

　 

住
宅
解
体
費
用
助
成

【
助
成
金
の
交
付
額
】

　
町
内
解
体
業
者
…
２
分
の
１
（
上

　

限
額
40
万
円
）

　
町
外
解
体
業
者
…
３
分
の
１
（
上

　

限
額
30
万
円
）

【
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
】

①
住
宅
解
体
を
伴
わ
な
い
車
庫
、
物

　

置
な
ど
の
み
の
解
体
工
事

②
解
体
後
の
敷
地
内
に
建
物
な
ど
が

　

一
部
残
る
更
地
に
な
ら
な
い
工
事

③
建
て
替
え
に
伴
う
旧
家
屋
の
解
体

　

工
事
（
土
地
付
き
空
き
家
を
購
入

　

し
て
解
体
す
る
も
の
を
除
く
）

住
環
境
整
備
助
成

―　こんなときは申請が必要です　―
 

建
設
水
道
課
建
築
係
か
ら

　
　
各
種
制
度
な
ど
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
／
建
設
水
道
課
建
築
係

　
　
　
　
☎
92-

４
４
６
０

―　各種助成・補助制度をご活用ください　―

【
補
助
基
準
額
】

　

５
人
槽　

35
万
２
千
円

　

７
人
槽　

44
万
１
千
円

　

10
人
槽　

58
万
８
千
円

※
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
取
式
ト
イ

　

レ
か
ら
の
改
造
は
、
右
記
基
準
額

　

に
20
万
円
を
加
算
し
た
額
と
な
り

　

ま
す
。

各種制度の申請・申込方法など詳しくは、建設水道課建築係まで問い合せください。
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KU
健診
　受けよう

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問合せ

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
号
の
す
こ
や
か
広
場
を
担
当
す
る
、
保

健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
の
坂
下
で
す
。

　
４
月
は
気
温
や
気
圧
の
変
化
に
よ
っ
て
、
自
律
神
経
が
乱
れ
や
す
い

時
期
で
す
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
る
自
粛
生
活

に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
も
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
暮
ら
し

を
見
直
し
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
自
律
神
経
の
乱
れ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　　　　　２月の

　　　　　健康マイレージ状況

　　◇新規エントリー　９人

一緒に頑張りましょう！

　　◇20マイル達成　  ４人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

648人
合計（延べ人数）〘 〘

　
自
律
神
経
と
は
？

　

自
律
神
経
は
、
意
識
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
環
境

に
適
応
す
る
た
め
に
自
律
し
て
い
る
神
経

の
機
能
で
す
。

　

自
律
神
経
に
は
「
交
感
神
経
」
と
「
副

交
感
神
経
」
の
２
つ
が
あ
り
、
24
時
間
休

ま
ず
働
き
続
け
、
環
境
や
状
況
に
合
わ
せ

血
液
や
呼
吸
、
代
謝
や
体
温
調
節
な
ど
体

を
整
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
自
律
神
経
が
乱
れ
る
要
因

　

不
規
則
な
生
活
、
過
度
な
ス
ト
レ
ス
、

食
生
活
の
乱
れ
、
運
動
不
足
、
睡
眠
不
足
、

喫
煙
や
深
酒
な
ど
で
自
律
神
経
が
乱
れ
る

と
、
健
康
状
態
が
乱
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

ま
た
自
律
神
経
が
乱
れ
る
と
い
う
悪
循
環

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
自
律
神
経
の
乱
れ
が

　
　
　
　
　
引
き
起
こ
す
症
状

　

自
律
神
経
が
乱
れ
る
と
次
の
よ
う
な
症

状
が
起
こ
り
ま
す
。

　

全
身
症
状
と
し
て
は
、
だ
る
さ
や
疲
れ

や
す
さ
、
朝
起
き
る
こ
と
が
つ
ら
い
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
、
精
神
症
状
と
し
て
は
、
集

中
力
が
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
記
憶
力

や
集
中
力
の
低
下
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

自
律
神
経
を
整
え
る
た
め
に

★
生
活
リ
ズ
ム
・
体
内
時
計
を
整
え
よ
う

　

生
活
リ
ズ
ム
は
、乳
児
期
か
ら
大
切
で
、

生
後
４
カ
月
頃
に
は
昼

夜
の
区
別
が
つ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
朝
に
明

る
い
光
を
浴
び
る
こ
と

で
、脳
内
か
ら
目
覚
め
、

や
る
気
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

自
律
神
経
の
中
枢
で
あ
る
視
床
下
部

は
、
朝
に
日
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
15

～
16
時
間
後
の
夜
の
眠
り
に
備
え
、
情
緒

を
安
定
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
、
自

然
と
心
地
良
い
眠
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

★
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
よ
う

　

朝
ご
は
ん
も
体
内
時
計
を
正
常
化
し
て

く
れ
る
効
果
が
あ
り
、
体
の
血
流
を
良
く

す
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
夕
食
は
胃
腸

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
少
な
め
に
す
る

と
、
朝
起
き
た
時
し
っ
か
り
お
腹
が
空
い

て
い
る
状
態
に
な
り
、
次
の
日
の
食
欲
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

習
慣
の
な
い
方
も
、
コ
ッ

プ
１
杯
の
牛
乳
や
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
バ
ナ
ナ
１
本
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
ほ
か
、
体
を
適
度
に
動
か
す
こ
と

も
効
果
的
で
す
。
毎
日
の
積
み
重
ね
が
自

律
神
経
の
乱
れ
を
自
然
に
整
え
て
く
れ
ま

す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
、
家
族
皆
さ
ん
で
取

り
組
ん
で
心
地
よ
く
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

「新型コロナウイルス感染」の

不安がある場合は、かかりつけ医などへご相談を！

　その他、上記症状以外で体調不良や精神的な不安などの健康相談は
【美瑛町保健センター　☎92-7000　平日午前８時30分～午後５時15分】

耳の不自由な方など専用ファクス

FAX ０１１- ２０６- ０７３２

感染者や濃厚接触者、医療従事者の皆さんに対する誤解や偏見による

差別を行うことがないよう、冷静な行動に努めましょう。

北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター

☎０８００- ２２２- ００１８（フリーコール /24 時間対応）

　発熱や咳などの風邪症状、だるさや息苦しさがある場合は、まず

はかかりつけ医へご相談ください。

　かかりつけ医がいない、相談先が分からない場合は、次の連絡先

までご相談ください。

◁相談様式は北海道ホームページ
　からダウロードが可能です
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電
　
話
68-

７
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
68-

７
１
２
０

美
瑛
町
立
病
院

診
療
受
付
時
間
に
つ
い
て

●
午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

●
午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
午
後
４
時
ま
で
（
木
曜
日
の
み
）。

※
整
形
外
科
の
受
け
付
け
は
「
午
前
中

　
の
み
」
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
（
火
・
金
曜
日
の
み
）。

休
診
の
お
知
ら
せ

外
科
外
来
／
毎
週
月
曜
日
の
午
後
か
ら

　

休
診

整
形
外
科
／
毎
週
月
・
水
・
木
曜
日
は

　

休
診

眼
科
診
察
日
が
「
木
曜
日
」
に
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
眼
科
の
診
察
日
が
金
曜
日

か
ら
木
曜
日
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

受
診
曜
日
に
お
間
違
い
の
無
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
４
月
８
日
は
谷
原
医
師
が
不
在

の
た
め
、
旭
川
医
大
の
派
遣
医
師
が
診

察
に
当
た
り
ま
す
。

内
科
外
来
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

坂
井
医
師
の
外
来
に
つ
い
て
、
検
査

対
応
の
た
め
診
療
時
間
に
待
ち
時
間
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

発
熱
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は

必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　

発
熱
が
あ
り
風
邪
の
症
状
が
続
い
て

い
る
方
、
息
苦
し
さ
、
強
い
だ
る
さ
が

あ
る
方
は
、
来
院
前
に
必
ず
お
電
話
で

症
状
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

町
立
病
院
運
営
審
議
会
委
員
を
募
集
し

ま
す

　

当
院
で
は
、
病
院
運
営
に
関
す
る
審

議
を
い
た
だ
く
「
運
営
審
議
会
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
１
人
を
公
募
し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

委
嘱
期
間
／
令
和
３
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
な
ど
／
若
干
の
報
酬
・
交
通
費（
実

　

費
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間
／
４
月
20
日
（
火
）
ま
で

そ
の
他
／
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

　

町
立
病
院
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

―　令和３年４月からの外来診療体制　―

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内

科

午前

村住（和） 浦 浦 村住（和） 村住（和）

村住（ゆ） 村住（ゆ） 村住（ゆ）

坂　井 坂　井
坂　井 旭川医大派遣医師 坂　井

午後
浦 村住（和）

坂　井
浦

坂　井
坂　井 坂　井 旭川医大派遣医師

外

科

午前 中　島 旭川医大派遣医師 中　島 中　島 中　島

午後 （手術） 旭川医大派遣医師 中　島 中　島 中　島

午前 （病棟） 味　戸
訪問診療

（病棟） 味　戸

午後 （手術） 味　戸 （検査） 味　戸

眼

科

午前
（休診）

谷　原
（休診）

午後 谷　原

　４月からの外来診療体制は次のとおりです。これからも町民の健康な暮らしを支え、住み

よいまちづくりを進めるため、旭川医科大学や各医療機関と連携し、充実した医療サービス

の提供に努めてまいります。

整
形
外
科



　　　　　　　　　　　　問合せ／☎92-5677　FAX 73-5686  https://biei-act.jp/

丘のまちびえい活性化協会丘のまちびえい活性化協会
美瑛ブランドの普及とイメージ向上のために

開館時間　午前10時～午後７時

４月の休館日　５日、12日、19日、26日（毎週月曜日休館）

施設内予約状況・イベントは随時ウェブサイトで確認できます　https://biei-act.jp/event/

１階　ギャラリー 丘のまち交流館 （ビ・エール）

　国内外で活躍している星空写真家の Nao Akimoto さんの作品

40点を展示します。美瑛の星空に魅了された Akimoto さんの作

品をぜひご覧ください。

「星たちの声 Voice from the stars Nao Akimoto 作品展」

期間／４月27日（火）～５月９日（日）

美瑛町産業振興研修助成制度を活用しませんか

４.申請方法

１.対象事業

　丘のまちびえい活性化協会では、美瑛町の産業・経済の活性化のため、研修課題

と目的を持って、町民が申請に基づき国内・国外での研修を実施する場合に、その

経費の一部を助成する制度があります。本制度を活用して研修を計画しませんか。

◆本町の農林業、商工業、観光業の振興を目的とした国内外での視察研修等

◆本町の地域資源の活用を図るために実施する国内外での視察研修等

◆その他本町の産業及び経済の活性化のために実施する国内外での視察研修等

　町内に住所を有し、町内で勤務する18歳以上の個人、グループ

　令和３年12月24日（金）までに申請書類（助成金交付申請書、事業計画書、事業予算書など）を丘の

まちびえい活性化協会事務局へ提出してください。

※申請書類の様式は同協会（ビ・エール内）に設置しています。

　申請後に開催される審査会で助成の可否を決定します（事後の申請は受付できません）。

　交通費、宿泊費、受講料など研修に必要と認められる費用を対象とし、その３分の２以内の額を助成

します（国外研修は２分の１）。ただし、参加者１人につき10万円以内が上限となります（国外研修は

１人につき30万円以内）。※1,000円未満は切り捨て。

２.対象者の要件

３.助成額

５.その他
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図書館図書館だよりだより

―　町内の中学生以下が対象です　―

読書通帳がいっぱいになるごとに本を１冊プレゼント！◆おはなし会「あいあい」

◇小学生向け

日時／４月10日（土）

　午後１時30分～２時

会場／絵本のへや

◇幼児（親子）向け

日時／４月24日（土）

　午前10時30分～11時

会場／会議室

　

４
月
29
日
は
「
昭
和
の
日
」。
時
代
は

変
わ
り
、
昭
和
を
知
ら
な
い
世
代
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
今
月
は
懐
か
し
い
あ
の
頃

を
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
。
昭
和
に
起
こ
っ
た
事

件
や
流
行
、
あ
の
時
代
な
ら
で
は
の
乗
り

物
や
家
電
な
ど
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
で
振
り

返
り
ま
す
。

　

昭
和
が
懐
か
し
く
感
じ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
若
い
皆
さ
ん
も
新
鮮
に
楽
し

め
る
特
集
で
す
。

 

今
月
の
特
集
展
示

　
「
昭
和
の
日
」
懐
か
し
い
あ
の
頃

　

令
和
３
年
度
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
出

展
者
を
募
集
し
ま
す
。
展
示
期
間
は
約
１

カ
月
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

   

あ
な
た
の
作
品
を

  

「
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に

　
　
　
　
　
展
示
し
ま
せ
ん
か
？ 

開館時間　　午前 10 時～午後６時

　　　　　　毎週水曜日　午前 10 時～午後７時

４月休館日　毎週月曜日、29 日、30 日

問合せ　　　☎ 92-1251

４月の催し
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子
ど
も
の
読
書
活
動
を
応
援

す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
読
書
通
帳
が
い
っ
ぱ
い

（
２
１
６
冊
）
に
な
る
ご
と
に
本

を
１
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

今
年
度
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
本

が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
昨
年

度
達
成
さ
れ
た
方
も
新
た
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

図
書
館
だ
け
で
は
な
く
各
学

校
図
書
室
で
借
り
た
本
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

 

「
図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

　　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
読
書
週
間
に

合
わ
せ
て
図
書
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
選
ば
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

今
後
の
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
げ
役

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
登
場
す
る

予
定
で
す
。

応
募
期
間
／
４
月
17
日
（
土
）
～
５
月
30

　

日
（
日
）

応
募
方
法
／
図
書
館
に
備
え
付
け
の
応
募

　

用
紙
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を

　

描
き
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
民
の
方

　『
こ
ど
も
の
読
書
週
間
』（
４
月
23
日
～

５
月
12
日
）
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
読
書

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

※図書カードをお持ちの方で、住所や連絡先に変更があった

　場合は図書館受付カウンターで手続きをお願いします。

△読書通帳の作成を希望される方
　は図書カードを持参の上、図書
　館受付カウンターまで申し込み
　ください（高校以下は無料、大
　人は１冊 300 円）。

△令和 2 年度の
　展示の様子

※詳しい情報は札幌管区気象台 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/で閲覧可能です。

【
２
月
の
火
山
活
動
】

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、

62-

２
火
口
や
大
正
火
口
の
噴
煙
の
高

さ
は
１
０
０
㍍
以
下
で
し
た
。

　

火
山
性
地
震
は
や
や
少
な
い
状
態
で

経
過
し
、
主
に
62-

２
火
口
付
近
の
ご

く
浅
い
所
、
旧
噴
火
口
付
近
お
よ
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
火
口
付
近
の
標
高
１
㌖
か
ら

海
面
下
１
㌖
で
発
生
し
ま
し
た
。
な
お

火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

十
勝
岳
で
は
、
火
山
活
動
の
活
発
化

を
示
唆
す
る
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
の
活
動
推
移
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

 

十
勝
岳
火
山
活
動

　
　
　
　
　
　
札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
　
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　
☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

【
火
口
付
近
が
明
る
く
見
え
る
現
象
を

観
測
】

　

３
月
13
日
、
午
後
11
時
頃
か
ら
14
日

の
明
け
方
に
か
け
て
断
続
的
に
62-

２

火
口
で
微
弱
な
火
映
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
現
象
は
高
温
の
ガ
ス
噴
射
や
硫
黄

の
燃
焼
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
れ
ら

ま
す
。
火
山
ガ
ス
の
濃
度
が
高
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火
口
周
辺
で
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、

活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予
報

事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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今
月
の

    

星
空
コ
ラ
ム
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丘
の
ま
ち
郷
土
学
館

「「
美美みみ

宙宙
そ

ら

そ

ら

」」

美
瑛
の
郷
土
や
自
然
、
天
文
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

※美宙では、毎月の星空の見どころを

　館内に掲示しています。

丘のまち郷土学館「美宙」☎ 74-6116

　　　　　　　　　　　FAX 74-6115

申込み

問合せ

収蔵庫（倉庫）の見学ができます

　郷土学館では、展示室に展示しきれない収蔵

品を収蔵庫で保管し

ています。

　希望される方に公

開していますので、

来館時に職員へお申

し出ください。

― 

今
月
の
星
空
の
魅
力
を
お
送
り
し
ま
す 

―

　

～郷土学館の収蔵庫に保管している懐かしの品を紹介します～

　

そ
ろ
ば
ん
と
い
え
ば
「
５
」
を

表
す
五
珠
が
１
つ
と
、
「
１
」
を

表
す
一
珠
が
４
つ
付
い
た
「
四
つ

珠
そ
ろ
ば
ん
」
が
一
般
的
で
す
が
、

美
宙
に
あ
る
の
は
五
珠
１
つ
と
一

珠
５
つ
が
付
い
た
「
五
つ
珠
そ
ろ

ば
ん
」
で
す
。

　

室
町
時
代
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
そ
ろ
ば
ん
に
は
五
珠
２
つ
と
一

珠
５
つ
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
使
い
や
す
い
よ
う
に
五
珠

を
１
つ
減
ら
し
て
五
つ
珠
そ
ろ
ば

ん
が
誕
生
し
、
世
間
に
広
く
普
及

し
ま
し
た
。
一
珠
を
減
ら
し
て
四

つ
珠
そ
ろ
ば
ん
に
す
る
と
い
う
案

も
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た

が
、
四
つ
珠
そ
ろ
ば
ん
が
世
に
浸

透
す
る
の
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
し
た
。

参加料／無料（町外の方は有料）

その他／悪天候の場合は中止す

　ることがありますのでご了承

　ください（郷土学館入り口に

　貼り出します）。

美瑛学ボランティア募集

　美瑛郷土学館では、子ども向け

の事業の協力や、道具の使い方な

どのアドバイスをしてくださるボ

ランティアを募集します。

　詳しくは今月号折り込みチラシ

をご覧ください。

懐かしの収蔵品を紹介 ＃ 4　そろばん

日程／４月 17日（土）午後８時 30分まで

　

美
瑛
で
は
、
今
月
２
日
に
日
の
入
り
が

午
後
６
時
を
過
ぎ
、
７
日
に
は
日
の
出
の

時
刻
が
午
前
５
時
前
と
な
り
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
日
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
日
の
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
、

そ
し
て
星
空
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
の

は
、
地
球
が
１
年
か
け
て
太
陽
の
周
り
を

回
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
春
の
時
季
に
特

に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
星
並
び
は
北

斗
七
星
で
す
。
７
つ
の
星
で
つ
く
ら
れ
る

『
柄ひ

し
ゃ
く杓

の
形
』
と
し
て
と
て
も
有
名
な
星

並
び
で
す
。
柄
杓
は
昔
の
暮
ら
し
の
中
で

は
一
般
的
な
道
具
で
し
た
が
、
現
代
で
は

神
社
な
ど
の
限
ら
れ
た
場
所
で
し
か
目
に

し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

北
斗
七
星
は
、
北
の
方
角
の
目
印
『
北

極
星
』
を
見
つ
け
る
目
印
と
な
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
時
刻
や
季
節
の
目

印
に
も
な
り
ま
す
。
例
え
ば
北
斗
七
星
は

時
間
の
経
過
と
と
も
に
北
極
星
を
中
心
に

反
時
計
回
り
に
位
置
を
変
え
て
い
き
、
１

日
で
１
回
転
し
ま
す
。
地
球
が
１
日
１
回

転
す
る
自
転
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。
こ

の
性
質
を
時
計
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
90
度
回
転
す
れ
ば
６
時
間
経

過
）。
ま
た
、
同
じ
時
刻
に
北
斗
七
星
を

観
察
し
た
場
合
、
３
カ
月
後
に
は
１
日
の

動
き
と
同
様
に
90
度
回
転
し
た
位
置
に

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
動
き
は
地
球
が
太

陽
の
周
り
を
ま
わ
る
公
転
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
こ
こ
か
ら
季
節
の
変
化
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

桜
の
花
が
咲
く
こ
ろ
の
午
後
８
時
に
ぜ

ひ
空
を
見
上
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
北
の

空
高
く
北
斗
七
星
を
見
つ
け
ら
れ
る
は
ず

で
す
。
慣
れ
て
く
る
と
北
斗
七
星
が
空
高

く
見
ら
れ
る
様
子
か
ら
、
春
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

天文台を夜間延長公開します

▲北極星と北斗七星の位置関係
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

Ｃｕｌｔｕｒｅ＆Ｓｐｏｒｔｓ

行事予定4
2021

文化スポーツ課　美瑛町町民センター内（☎ 92-4141）

mail: bunka_sports@town.biei.hokkaido.jp

申込み

問合せ

 ８日（木）

 22 日（木）すずらん大学①

サ
ー
ク
ル
活
動
の
ご
案
内

　

町
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
「
美
瑛
フ
ッ
ト
サ

ル
ク
ラ
ブ
（
美
瑛
Ｆ
Ｃ
）」
で
は
、
一
緒

に
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
む
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
中
学
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

活
動
日
／
毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
か
ら
２
時
間
程
度

会
場
／
美
瑛
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
条
件
／
中
学
生
以
上
の
男
女

問
合
せ
／
佐
藤　

仁
昭
さ
ん

　

（
０
９
０-

８
３
７
０-

５
５
１
８
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

　
　
オ
ー
プ
ン
な
ど
に
つ
い
て

●
丸
山
橋
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
お
よ
び
新
区

　
画
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

オ
ー
プ
ン
日
／
４
月
下
旬
予
定

定
休
日
／
丸
山
橋･･･

水
曜
日

　
　
　
　

新
区
画･･･

金
曜
日

利
用
時
間
／
午
前
７
時
～
日
没

利
用
料
金
／
町
内
者
無
料

　
　
　
　
　

町
外
者
３
０
０
円

●
み
ど
り
橋
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

オ
ー
プ
ン
日
／
４
月
下
旬
予
定

定
休
日
／
毎
週
月
曜
日

利
用
時
間
／
午
前
７
時
～
日
没

利
用
料
金
／
町
内
・
町
外
者
共
に
無
料

※
い
ず
れ
も
天
候
や
融
雪
状
況
に
よ
っ
て

　

オ
ー
プ
ン
日
を
決
定
し
ま
す
。

◆
ビ
ル
ケ
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
シ
ー
ズ
ン
券
（
町
民
用
）
の
販
売
と
町

　
民
無
料
券
の
配
布
に
つ
い
て

販
売
配
布
開
始
／
４
月
５
日
（
月
）
か
ら

販
売
配
布
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

シ
ー
ズ
ン
券
料
金
／
４
０
０
０
円

※
町
民
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
く

　

だ
さ
い
。

　

な
お
、
シ
ー
ズ
ン
券

　

購
入
の
方
は
顔
写
真

　

（
24
㍉
×
30
㍉
）
を

　

持
参
く
だ
さ
い
。

すずらん大学
入学式・始業式

　３月４日、町民センター３階大会議室にて令和２年度第 46 回美瑛町すずらん大

学卒業式ならびに修了式が行われました。

　学長である千葉教育長が式辞を述べ、厳かな中にも和やかさがある式典となりま

した。

　在校生代表の池内喜美子さんから「互いへの思いやりを大切にすることと大学の

伝統を継承していく」と送辞が述べられ、卒業生代表の岩井弘美さんからは「この

素晴らしい郷土『丘のまちびえい』を支える一員として最善を尽くす」と答辞が述

べられました。

　また、卒業生の退場時には、在校生から花束が贈呈され 15 人の卒業に花を添え

ました。

すずらん大学卒業式ならびに修了式
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子
ど
も
の
急
な
発
熱
や
病
気
、
保
護
者

の
急
用
な
ど
の
緊
急
時
に
子
ど
も
を
預
か

る
「
上
川
中
部
こ
ど
も
緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と

事
業
」
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
利
用

会
員
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
町
で
は
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し

預かり種別 利用料単位 利用料 助成額

一般預かり

病児・病後児

預かり

１時間につき（午前
７時 30 分から午後
６時まで）

1,000 円 600 円

１時間につき（午
後６時から午後 11
時まで）

1,200 円 720 円

宿泊（保育園・

学童保育等終

了時から登園・

登校時まで）

１回（３歳以上） 10,000 円 6,000 円

１回（３歳未満） 12,000 円 7,200 円

緊
急
時
に
子
ど
も
を
預
か
る

「
こ
ど
も
緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
活
用
を

表１　利用料・助成額

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
生
活
支
援
事
業
」

　
　
　
　
　
　

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
令
和
３
年
度
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
で
生
活
環
境
な
ど
の
激
変
に
よ
り
日
常

生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
、
ご

家
庭
に
支
援
員
を
派
遣
す
る
「
ひ
と
り
親

家
庭
等
生
活
支
援
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

内
容
／
利
用
を
希
望
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

　
な
ど
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
育
児
・

　
家
事
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
者
／
町
内
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り

　
親
家
庭
な
ど

利
用
料
／
１
時
間
当
た
り

　
０
円
～
３
０
０
円

※
利
用
料
は
利
用
者
の
所
得
に
よ
り
変
り

　
ま
す
。

ま
す
。

対
象
年
齢
／
０
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生

内
容
／

①
元
気
な
時
の
預
か
り
（
保
護
者
の
急
用
、

　
送
迎
支
援
や
一
時
預
か
り
な
ど
）

②
病
気
の
時
の
預
か
り
（
子
ど
も
の
急
な

　
発
熱
な
ど
で
保
育
園
・
幼
稚
園
に
預
け

　
ら
れ
な
い
時
の
病
児
・
病
後
児
預
か
り

　【
病
状
な
ど
に
よ
り
不
可
能
な
場
合
あ

　
り
】）

③
宿
泊
で
の
預
か
り
（
保
護
者
の
急
な
出

　
張
、
入
院
な
ど
）

利
用
料
・
助
成
額
／
表
１
参
照

※
会
員
登
録
の
方
法
や
サ
ー
ビ
ス
の
申

　
請
、
助
成
申
請
に
つ
い
て
保
健
福
祉
課

　
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
ス
タ
ッ
フ
会
員
の
募
集
に
つ
い
て

　
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ

フ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
育
児
と
保
育
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
健
康
な
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。
応
募
い
た
だ
い

た
方
に
は
、「
子
育
て
支
援
者
養
成
講
座
」

（
例
年
５
月
と
10
月
の
年
２
回
実
施
）
を

受
講
の
上
、
ス
タ
ッ
フ
会
員
の
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
（
直
近
の
受
講
日
程
は

表
２
参
照
）。

　
申
し
込
み
は
、
保
健
福
祉
課
ま
た
は
旭

川
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
74-

５
３
８
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保健福祉課からのお知らせ

日程 時間 会場

５月25日 （火）

午前９時～

午後３時

（予定）

旭川市子ども総合相談セ

ンター

（旭川市 10 条通 11 丁目）

５月26日 （水）

５月28日 （金）

５月31日 （月）

６月１日 （火）

６月４日 （金） 旭川市内の保育園での実習

　　　　表２　子育て支援者養成講座
５・６月の開催研修日程（予定）

オンライン相談を行っています！
◁オンライン相談の流れな
　ど詳しくはこちら

相談内容 相談先 相談日 相談時間

① 健康相談 保健センター ☎ 92-7000 火

午前９時～午後４時② 乳幼児子育て相談 子ども支援センター ☎ 92-1035 木

③ 子ども・子育て相談 子ども・子育て支援室 ☎ 92-4262 月～金

※「オンライン相談を利用したいけど、やり方がわからない…」「急を要する相談があるとき…」は、上

　記各相談先までご連絡をお願いします。

～健康や子育ての相談をオンラインで～

 
【
⑦
番
窓
口
】

 

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室

 

子
ど
も
福
祉
・
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　  

☎
92-

４
２
６
２

　昨年度から新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として、Ｚｏｏｍアプリを使ったオンライン相

談を行っていますのでご利用ください。
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町
外
の
高
等
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、
入
学
に
係
る
費
用
を
助

成
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
子
育
て
支
援
に
資
す
る
「
美

瑛
町
高
校
生
就
学
支
援
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。

助
成
対
象
／
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

　
て
い
る
者
で
、
児
童
福
祉
法
第
４
条
に

　
基
づ
く
18
歳
に
満
た
な
い
児
童
で
あ
っ

　
て
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学

　
校
に
就
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
。

助
成
金
の
内
容
／
生
徒
１
人
に
つ
き
３
万

　
円
を
支
給

申
請
方
法
／
美
瑛
町
高
校
生
就
学
支
援
助

　
成
金
交
付
申
請
書
（
対
象
者
に
は
別
途

　
郵
送
し
ま
す
）
に
記
入
、
押
印
の
上
、

　
高
等
学
校
等
の
在
籍
を
証
明
す
る
も
の

　（
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）
の
写

　
し
を
添
付
し
、
保
健
福
祉
課
⑦
番
窓
口

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

旭
川
ろ
う
あ
協
会
が
行
う
「
手
話
講

座
」
と
「
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
」
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
初
級
手
話
講
座

受
講
資
格
／
義
務
教
育
を
修
了
し
た
方
で

　
手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
方

日
時
／
５
月
18
日
～
12
月
14
日
の
原
則
火

　
曜
日
（
全
25
回
）

　
昼
の
部
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
夜
の
部
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
／
お
ぴ
っ
た

　（
旭
川
市
宮
前
１
条
３
丁
目
３-

７
）

定
員
／
昼
の
部
50
人
、
夜
の
部
10
人

料
金
／
各
部
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法
／
４
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
保

　
健
福
祉
課
⑤
番
窓
口
に
備
え
て
あ
る
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

②
中
級
手
話
講
座

受
講
資
格
／
初
級
手
話
講
座
を
修
了
し
た
方

日
時
／
５
月
19
日
～
12
月
22
日
の
原
則
水

　
曜
日
（
全
27
回
）

　
昼
の
部
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
夜
の
部
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
／
お
ぴ
っ
た

　（
旭
川
市
宮
前
１
条
３
丁
目
３-

７
）

「
高
校
生
就
学
支
援
事
業
」
で

　

 
高
校
の
入
学
費
用
を
支
援
し
ま
す

「
手
話
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

定
員
／
各
部
40
人

料
金
／
各
部
３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法
／
４
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
保

　
健
福
祉
課
⑤
番
窓
口
に
備
え
て
あ
る
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

③
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
Ⅰ

受
講
資
格
／
聴
覚
障
害
が
あ
る
方
と
手
話

　
で
日
常
会
話
が
で
き
、
本
講
座
を
修
了

　
し
て
い
な
い
方

日
時
／
５
月
27
日
～
令
和
４
年
３
月
24
日

　
の
原
則
木
曜
日
（
全
37
回
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
／
お
ぴ
っ
た

　（
旭
川
市
宮
前
１
条
３
丁
目
３-

７
）

定
員
／
20
人

料
金
／
各
部
５
０
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法
／
４
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
保

　
健
福
祉
課
⑤
番
窓
口
に
備
え
て
あ
る
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
受
講
前
に
面
接
試
験
あ
り
。
令

　
和
４
年
度
の
同
講
座
Ⅱ
の
受
講
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。

①
～
③
共
通

※
各
講
座
の
申
込
定
員
が
超
過
し
た
場
合

　

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　

に
よ
り
、
急
き
ょ
日
時
が
変
更
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

経済的に
子育てが負担

 

【
⑤
番
窓
口
】

 

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　  

☎
92-

４
３
３
８

悩みを抱えず

相談ください

専門機関と連携し、各種制度やサービスをご紹介します。子育てで

不安なことがあればご相談ください

問合せ／子ども・子育て支援室　☎ 92-4262

子
育

て
で

休
ま

ら
な

い

子どもの成長が

遅い気がする
子どもを残して
仕事に就けない

子
ど

も
と

い
る

と

イ
ラ

イ
ラ

す
る

子育ての協力

者がいない

安心して子どもを産み育てられる環境をつくる

ため、地域づくりの大きな柱として、妊娠前か

ら出産～育児期へと、子どもの成長過程ごとに

切れ目のない支援施策を実施しています。

いじめにあっているようで心配
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

場
所
・
戸
数
・
家
賃
月
額

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
旭
町
団
地
４
号
棟
２
０
２
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

２
２
６
０
０
円
～
３
３
６
０
０
円

・
東
町
第
２
団
地
Ｈ
６
棟
８
０
１
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

２
２
７
０
０
円
～
３
３
８
０
０
円

・
大
町
第
２
団
地
１
０
４
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

２
３
１
０
０
円
～
３
４
５
０
０
円

・
朗
根
内
町
営
一
般
住
宅
２
１
７
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
０
０
０
円

※
旭
町
団
地
お
よ
び
大
町
第
２
団
地
の
住

　

宅
は
単
身
世
帯
の
方
は
申
し
込
み
で
き

　

ま
せ
ん
。

※
東
町
第
２
団
地
の
住
宅
は
２
人
世
帯
の

　

方
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
が
、
３
人
以

　

上
の
世
帯
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。
単

　

身
世
帯
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
朗
根
内
町
営
一
般
住
宅
は
単
身
世
帯
の

　

方
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
が
、
２
人

　

以
上
世
帯
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
清
掃
・
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
「
暴
力
団

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４
　

　

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

　

す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
該
当
す

　

る
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
５
月
中
旬
以
降

募
集
期
間
／
４
月
１
日
（
木
）～
14
日
（
水
）

選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選

　

考
の
う
え
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
高
齢
者
福
祉
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅
／

・
西
町
２
丁
目
３
番
22
号　
　

１
戸

　

月
額　

５
０
０
０
円

・
南
町
１
丁
目
２
番
23
号　
　

２
戸

　

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
料
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
、
別

　

途
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
、
洗
濯
機
は
共
同
で
の
利
用
と
な

　

り
ま
す
。

選
考
方
法
／
美
瑛
町
高
齢
者
福
祉
住
宅
条

　

例
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
４
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
保

　

健
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
備
え
付
け
の
調

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５
　

　

農
業
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」
で

は
自
分
で
野
菜
を
作
り
た
い
方
の
た
め
に
、

町
民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
方

は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

場
所
／
農
業
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　

「
み
の
り
」（
字
美
瑛
原
野
５
線
）

貸
付
期
間
／
５
月
１
日
～
10
月
31
日

　

（
６
カ
月
間
）

※
畑
の
融
雪
状
況
に
よ
り
、
貸
付
期
間
を

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
区
画
／
１
区
画
50
㎡
で
２
区
画
ま
で

使
用
料
／
１
区
画　

２
１
０
０
円
／
年

※
利
用
説
明
会
の
際
に
お
支
払
い
く
だ
さ

　

い
。

申
込
方
法
／
４
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
農

　

業
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」
へ

　

希
望
区
画
数
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
説
明
会
／
４
月
13
日
（
火
）
午
後
１

　

時
30
分
か
ら
農
業
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

　

「
み
の
り
」　

で
開
催
し
ま
す
。

町
民
農
園
利
用
者
募
集

町
民
農
園
利
用
者
募
集

農
業
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

☎
92-

１
０
２
４
　

　

旭
川
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
移
動
献

血
車
が
、
次
の
日
程
で
町
内
を
巡
回
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
献
血
車
巡
回
日
程

４
月
30
日
（
金
）

▽
役
場
前
／
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
前
／

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５
　

献血キャラクター

移
動
献
血
車
巡
回
の
お
知
ら
せ

移
動
献
血
車
巡
回
の
お
知
ら
せ

　

美
瑛
町
交
通
指
導
員
会
で
は
、
交
通
安

全
運
動
や
事
故
防
止
活
動
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
く
、交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
／
若
干
名

報
酬
／
美
瑛
町
交
通
指
導
員
設
置
規
則
に

　

定
め
る
金
額
（
社
会
保
険
加
入
な
し
）

応
募
方
法
／
４
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
総
務
課
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
広
聴
広
報
係☎

92-

４
３
４
５

　

交
通
指
導
員
募
集

交
通
指
導
員
募
集

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。
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雪
捨
て
場
の
利
用
に
つ
い
て

雪
捨
て
場
の
利
用
に
つ
い
て

建
設
水
道
課
維
持
係

☎
92-

４
４
３
１

　

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
雪
を
捨
て
る
場
所

と
し
て
、
美
瑛
原
野
３
線
の
雪
捨
て
場

を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
融
雪
に
伴
い

左
記
の
日
時
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

閉
鎖
後
、
雪
山
の
解
体
作
業
な
ど
を
行

い
ま
す
。
大
変
危
険
で
す
の
で
、
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

閉
鎖
日
／
４
月
９
日
（
金
）
午
後
５
時

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
防
止
に
ご
協
力
を

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
防
止
に
ご
協
力
を

農
林
課
林
務
係

☎
92-

４
３
７
１
　

ア
ラ
イ
グ
マ
春
期
捕
獲
推
進
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
か
ら
６
月
ま
で

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
情
報
や
農

作
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

定
外
来
生
物
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
多

く
が
４
月
か
ら
６
月
に
出
産
す
る
こ
と
か

ら
、
道
で
は
こ
の
時
期
の
駆
除
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
防
止
の
た
め
、
専
用

箱
わ
な
の
貸
し
出
し
お
よ
び
設
置
、
回
収

ま
で
美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団
で
行
い
ま
す

の
で
、捕
獲
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

箱
わ
な
貸
出
・
設
置
・
個
体
処
理
事
業
者
／

　

美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団
（
☎
92-

０
７
５
５
）

※
初
回
設
置
の
と
き
に
餌
は
セ
ッ
ト
し
ま

　

す
が
、
餌
の
み
取
ら
れ
た
際
は
、
捕
獲

　

に
要
す
る
餌
（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
パ
ン

　

な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
捕
獲
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
に
は
近
づ
か

　

ず
、
美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団
へ
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
防
止
に
ご
協
力
を

林
野
火
災
防
止
に
ご
協
力
を

農
林
課
林
務
係

☎
92-

４
３
７
１

　

林
野
火
災
危
険
期
間

　
　
　
　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
林
野
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
に
入
る
場
合
は
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

春
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

　
　
　
　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

ヒ
グ
マ
に
注
意

ヒ
グ
マ
に
注
意

農
林
課
林
務
係

☎
92-

４
３
７
１
　

　

美
瑛
町
で
は
情
報
通
信
の
高
度
化
の
た

め
、
町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

　

融
雪
に
伴
う
緩
み
な
ど
通
行
や
農
作
業

の
支
障
に
な
る
よ
う
な
箇
所
、
ま
た
は
切

断
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
を
発
見
し
た
際

は
、
お
手
数
で
す
が
総
務
課
ま
で
ご
連
絡

願
い
ま
す
。

光
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
の
お
願
い

光
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
の
お
願
い

総
務
課
情
報
管
理
係

☎
92-

４
３
４
５
　

　

釣
り
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
野
山
へ
入
る

機
会
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
は
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
に
よ
る
事
故

が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
野
山
に
入
る

と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
熊
出
没
注
意
」
の
看
板
が
あ
る
場
所

　

に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
で
音
を
立
て
る
な
ど
の
工

　

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
朝
夕
の
時
間
に
は
行
動
し
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

・
足
跡
や
糞
、
鹿
の
死
骸
な
ど
を
見
つ
け

　

た
と
き
は
、
す
ぐ
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
立
つ
服
装
を
し
、 

　

一
人
で
野
山
に
入
ら

　

な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰

　

り
ま
し
ょ
う
。

・
事
前
に
所
有
者
の
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
町
有
林
に
入
る
場
合
は
、
事
前
に
役
場

　

農
林
課
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
風
の
強
い
日
や
異
常
乾
燥
が
続
く
と

　

き
は
、
火
気
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
農
作
業
な
ど
で
火
入
れ
す
る
場
合
は
、

　

事
前
に
農
林
課
か
ら
火
入
れ
許
可
を
受

　

け
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
が
確
定
申
告

期
間
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
税
務

署
に
お
い
て
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
の
期
限
が
４
月
15
日
（
木
）

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
同
様
に
確
定
申
告
と
町
道
民
税

の
申
告
期
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

期
間
／
４
月
15
日
（
木
）
ま
で

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午

　

後
１
時
～
４
時

会
場
／
役
場
１
階
税
務
課
窓
口

問
合
せ
／

　

税
務
課
住
民
税
係
（
☎
92-

４
２
９
７
）

　

旭
川
東
税
務
署
（
☎
23-

６
２
９
１
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

　

観
点
か
ら
も
「
所
得
税
の
確
定
申
告
は

　

電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
ま
た
は
郵
送
」

　

で
、「
町
民
税
・
道
民
税
の
申
告
は
郵
送
」

　

で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
期
間
が
延
長
さ
れ
て

い
ま
す

△町の光ケーブルには「美瑛
　町」と表示した緑色のシー
　ルを貼付しています
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４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
「
そ
の
火
事

を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。 

消
防
だ
よ
り

　

火
事
と
救
急
救
助
は
１
１
９
番

　

美
瑛
消
防
署　
　
　

☎
92-

２
０
２
９

　

災
害
情
報
案
内　

☎
92-

１
１
１
９

 

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

  

美
瑛
消
防
署
で
は
春
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
消
防
車
で
町
内
を
巡
回

し
、
火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
る
防
火
広
報

を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
く
な
る
た
め
、
野
火
や

林
野
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火

災
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
引
っ
越
し
な
ど
で
発
生
す
る

　
　
　
　
　
　
多
量
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ
／
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
92-

４
２
９
４
　
　
　

【
ご
み
を
自
分
で
運
ぶ
場
合
】

処
理
場
／
し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

（
字
下
宇
莫
別
第
５　

☎
92-

　

２
２
４
７
）

料
金
／
10
㌔
ま
で
80
円
、
10
㌔
を
超
え

　

る
場
合
は
10
㌔
ご
と
に
80
円
加
算

※
ご
み
は
分
別
し
て
指
定
の
場
所
に

　

置
い
て
く
だ
さ
い
。

※
当
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
個
人
の

　

方
は
、
受
け
付
け
の
際
に
本
人
確

　

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
本
人
の
確
認
で
き
る
書

　

類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
健
証

　

な
ど
）
を
持
参
い
た
だ
き
、
提
示

　

し
て
く
だ
さ
い
。

【
大
型
ご
み
を
出
す
場
合
】

　

大
型
ご
み
の
日
（
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
）
に
「
大
型
ご
み
処
理

券
」
を
貼
っ
て
ご
自
宅
の
前
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
大
型
ご
み
が
あ
る
場
合
は
、

収
集
日
の
前
日
ま
で
に
美
瑛
清
掃
㈱

（
☎
92-

１
３
３
６
）
へ
の
予
約
が

必
要
で
す
。

【
処
理
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
】

　

一
般
廃
棄
物
の
運
搬
処
理
を
業
者

に
依
頼
す
る
場
合
は
、
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
の
許
可
を
持
つ
業
者
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
が
許
可
す

る
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
美
瑛
町
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

　

可
業
者

①
美
瑛
清
掃
㈱　

☎
92-

１
３
３
６

②
美
瑛
町
高
齢
者
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
☎
92-

０
７
５
５

※
ご
み
の
量
や
種
類
に
よ
っ
て
料
金

　

が
異
な
り
ま
す
。
料
金
に
つ
い
て

　

は
、
依
頼
す
る
業
者
に
確
認
く
だ

　

さ
い
。

【
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
の

処
理
】

　

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ

ア
コ
ン
、
洗
濯
機
は
消
費
者
が
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
負
担
し
て
処
理
を
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

処
理
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
住
民

生
活
係
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取り組みと、ごみの分別・減量にご協力ください。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

―　運動の重点　―

実施期間：４月６日（火）～ 15 日（木）

１　子どもを始めとする歩行者の安全の確保

２　自転車の安全利用の確保

３　歩行者などの保護を始めとする安全運動意識の向上

４　飲酒運転の根絶

５　スピードダウンと全席シートベルト着用

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
目
指
す
と
と
も
に
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
「
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
５
つ
を
「
運
動
の
重
点
」
に
定
め

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

交通事故死ゼロを目指す日：４月 10 日（土）
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戸籍の窓
      令和３年２月１日から

    　令和３年２月28日までの届出分

人の動き

　　 　　4,785世帯　（+ 9）

   男　　4,551　人　（+ 2）

   女　　5,210　人　（+ 1）

　合計　 9,761　人　（+ 3）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

宮島　純
す み れ

玲　 女　 字朗根内

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

三浦　初美　  65　 錦町

渡邊　良一　  84　 寿町４丁目

石坂　範広　  63　 花園４丁目

沼田　成功　  81 　寿町１丁目

新田　　覺　  80 　旭町２丁目

（敬称略）　　

町内の交通事故

　　令和３年２月１日～28日

▼発　　生　 20件（ 41件）【 62件】

　人身事故　  1件（  2件）【  0件】

　物損事故　 19件（ 39件）【 62件】

▼死　　亡　  0人（　0人）【　0人】

　負 傷 者　  1人（　2人）【　0人】

（ ）は令和３年２月末までの累計

【 】は令和２年２月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

　　令和３年１月１日～２月28日

▽火災　　　2件（　0件）

▽救急　　 79件（ 89件）

▽救助　　　0件（　0件）

（ ）は前年同期間の件数

やっぱり国民年金やっぱり国民年金
住民生活課戸籍年金係

〈役場１階①番窓口〉☎92-4295

短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）（群峰選）

仏
の
日
三
十
七
年
ふ
り
か
え
り
想
い
出
す
の
は
昭
和
の
頃
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
北
星　
　
　

田
中　

幸
穂

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
食
品
詰
め
し
冷
蔵
庫
「
自
由
に
お
取
り
」
と
市
民
の
善
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
町
三　

 　

 

守
谷　

忠
弘

投
げ
ら
れ
た
言
葉
拾
い
て
重
き
こ
と
沙
羅
双
樹
へ
の
遠
き
道み

ち
の
り程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
町
一  　
　

杉
本　
　

光

ア
フ
リ
カ
よ
り
孫
十
一
歳
の
誕
生
日
「
紙
の
子
馬
」
の
ギ
タ
ー
弾
き
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
星
第
三　
　

下
平　

公
枝

休
肝
日
持
て
と
忠
告
子
等
言
え
ど
腹
で
反
論
新
聞
じ
ゃ
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
第
四　
　
　

谷
口　

健
三

ひ
な
折
り
て
な
つ
か
し
き
母
浮
か
び
く
る　
　

赤
羽　
　
　
　

中
村
ゆ
き
え

牛
飼
ひ
の
友
へ
届
き
し
べ
こ
の
雛　
　
　
　
　

大
町
二
　
　　

為
井
め
ぐ
み

古
き
雛
姑
好
み
の
お
顔
な
り　
　
　
　
　
　
　

水
沢
春
日
台　

舟
山　

初
枝

大
宰
府
に
今
年
も
届
け
桃
の
香
よ　
　
　
　
　

丸
山
一　
　
　

髙
木　

瑛
峰

雛
飾
り
喜
々
と
せ
し
子
の
記
憶
飛
ぶ　
　
　
　

旭
町
二　
　
　

鎌
田　

光
春

床
の
間
の
仄
か
な
日
差
し
雛
遊
ぶ　
　
　
　
　

五
稜
第
一　
　

三
浦
ひ
か
り

春
風
を
捉
え
ん
と
爪
染
め
て
み
る　
　
　
　
　

幸
町
二　
　
　

浜
田　

恵
子

皆さんからの情報をお待ちしています

　地域で行われるイベントや活躍してい

る方の紹介など、情報がありましたらお

気軽にご連絡ください。

問合せ／総務課広聴広報係

　電話 92-4345　　FAX92-4414

　e-mail:soumu@town.biei.hokkaido.jp

会社を退職したときは届け出を！会社を退職したときは届け出を！

生年金や共済組合などに加入していた会社を退職した場合は、届

け出が必要になります。対象の方は、必ず届け出をしてください。厚

　令和３年度

国民年金保険料額
月額 16,610 円

※前年度から 70 円の引き上げ。

和３年度も引き続き在学予定の方には、３月末に年金事務所

より基礎年金番号などが印字されたハガキ形式の「国民年金

保険料学生納付特例申請書」が送付されています。

　前年度と同一の学校に在学し、引き続き学生納付特例制度を希望

する場合は、申請書に必要事項を記入し返送することにより、令和

３年度の申請ができます（この場合、在学証明書または学生証の写

しの添付は不要です）。

　ただし在学している学校などに変更がある方については、このハ

ガキでの申請はできませんので、通常の申請書に学生証の写しなど

を添付して役場①番窓口で手続きをしてください。

　なお令和３年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を

希望される場合は納付書を送付しますので、旭川年金事務所（☎ 27-

1611）へ連絡ください。

・会社員、公務員（第２号被保険者）

変更理由 変更後 届け出先

退職した 第１号被保険者 役場１階①番窓口

退職し、すぐ再就職した 第２号被保険者 新しい勤務先

・会社員、公務員に扶養されている配偶者（第３号被保険者）

変更理由 変更後 届け出先

配偶者が退職した 第１号被保険者 役場１階①番窓口

配偶者が退職し、すぐ再就職した 第３号被保険者 新しい勤務先

令
令和２年度に学生納付特例制度で納付猶予されている方へ令和２年度に学生納付特例制度で納付猶予されている方へ
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「丘のまちびえいヘルシーマラソン 2021」開催中止について
　「丘のまちびえいヘルシーマラソン 2021」は、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症

の拡大防止の観点から、開催の中止を決定しました。

　大会を心待ちにされていた皆さんには大変申し訳ありませんが、ご理解くださいますようお願

いします。

問合せ／丘のまちびえいヘルシーマラソン実行委員会事務局（文化スポーツ課内）　☎ 92-3333

　行政区・町内会などに対し下記の補助・助成を行っています。詳細については、各担当課まで問い合わせください。

問合せ 補助・助成 内　容

総務課

☎ 92-4316

①行政区長交付金

　町内・集落会長事務交付金

　行政区会館運営助成金

②行政区会館整備事業

③環境美化活動推進補助金

①行政区活動に係る経費への交付金で会員戸数などによる支出基

　準があります。

②行政区会館における補修および改修（全体事業費の 2/3）備品

　更新（更新備品額の 2/3）を補助します。

③行政区・町内会などが実施する環境美化活動への補助。上限

　３万円で、補助対象経費の 1/2。

住民生活課

☎ 92-4294

ごみステーション施設整備

費補助

行政区・町内会などが自主的にごみステーションの整備を行う際に補助します。

新設：購入費用の 1/2 以内　上限７万円

修繕：費用の 1/2 以内　　　上限５万円

建設水道課

☎ 92-4449

①街路灯設置費補助

②電灯料金補助

①行政区・町内会が、「街路灯・防犯灯の新設」や「既存の街路灯・

　防犯灯を LED 灯に変更」する費用に対し、一般の街路灯・防

　犯灯は負担費用の 1/2 以内、ハイウェイ灯式街路灯は負担費用

　の 3/4 以内を助成します。

②行政区・町内会が維持・管理している、街路灯・防犯灯の年間

　に支払う電灯料金に対し、1/3 以内を助成します。

行政区・町内会への補助金・交付金制度の紹介

　町では自主防災組織の設置を推進しており、設立時に交付する事務費の増額などについて、令和３年

度から支援内容を拡大します。

　詳しくは、下表のとおりとなりますので、行政区や町内会などで自主防災組織設立に向けたご検討を

お願いします。

【拡大した支援】

支援対象 支援内容 補助額

組織設立に対する支援 設立に対する事務費として
組織設立時　一律 30,000 円

【令和２年度までは一律 10,000 円】

 防災士資格取得に対す  

 る支援

同年度内で１地区２人までとし、札幌市で

開催される２日間の研修に係る、「①受講料」

「②試験会場までの旅費、宿泊代」を補助

【令和２年度までは１地区１人まで】

①②ともに全額

（②は美瑛町職員の旅費に準じます

が、日当は支給しません）

 防災資機材整備に伴う

 経費の支援

スコップ、はしご、救急セット、投光器、

発電機など災害時に各自主防災組織が使用

する防災資機材の購入などに要する費用の

補助

防災資機材の購入・更新・修理費用

の 2/3 以内で補助上限額は年間で

10 万円まで

【令和２年度までは購入・更新費用は

2/3 以内で２年間で 10 万円まで】

　このほか、自主防災組織が実施する防災研修会や防災啓発活動などに対する経費の支援を行っています。

　詳しくは、総務課危機対策室まで問い合わせください。

　　　　　　令和３年度から、「組織設立時の事務費」や「防災士資格取得研修の受講人数」、

　　　　　　「防災資機材整備」についての支援を拡大！

問合せ／総務課危機対策室　☎ 92-4316

「自主防災組織」の防災活動に対する費用助成を行っています

組織の編成や規約・活動計画の作成など設立に関するご相談のほか、行政区や町内会などを対象

とした防災出前講座も行っていますので、お気軽に問い合わせください。
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